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吉
野
作
造
と
キ
リ
ス
ト
教
の
影
響
⑥
松
岡
八
郎
五
　
海
老
名
弾
正
の
明
治
二
〇
年
（
一
八
八
七
年
）
七
月
か
ら
の
熊
本
に
お
け
る
伝
道
活
動
は
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
き
わ
め
て
目
覚
ま
し
い
も
の
が
あ
り
、
い
ま
や
牧
師
と
し
て
押
し
も
押
さ
れ
も
せ
ぬ
存
在
と
な
っ
た
が
、
明
治
二
三
年
（
一
八
九
〇
年
）
一
〇
月
に
は
熊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ま
レ
本
を
辞
し
て
、
日
本
基
督
伝
道
会
社
（
日
本
組
合
基
督
教
会
の
伝
道
部
と
も
い
う
べ
き
機
能
を
果
し
て
い
た
）
社
長
に
就
任
し
、
京
都
に
移
っ
た
。
こ
の
時
、
恩
師
新
島
嚢
が
す
で
に
同
年
一
月
大
磯
に
没
し
て
一
〇
カ
月
後
で
あ
り
、
と
も
す
れ
ば
組
合
教
会
の
教
勢
が
振
わ
な
く
な
っ
て
い
た
が
、
海
老
名
は
全
国
的
に
伝
道
地
の
開
拓
、
伝
道
資
金
の
募
集
、
人
物
の
交
替
お
よ
び
配
置
、
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
…
ド
（
米
国
海
外
伝
道
協
会
＞
霞
貯
き
窃
8
こ
9
0
0
蓉
菖
ω
ω
一
8
R
無
R
切
9
①
蒔
鵠
竃
誘
｝
○
霧
一
八
一
〇
年
創
立
）
に
ょ
る
資
金
援
助
か
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
レ
の
独
立
へ
の
努
力
な
ど
、
積
極
的
な
意
欲
を
も
っ
て
東
奔
西
走
し
、
熱
心
に
活
動
を
続
け
た
。
だ
が
、
こ
の
よ
う
な
積
極
的
な
活
動
も
内
部
に
反
発
を
招
き
、
特
に
人
物
の
交
替
お
よ
び
配
置
や
弱
小
教
会
の
独
立
へ
の
強
力
な
推
進
は
強
い
反
対
を
受
け
、
ま
た
ア
メ
リ
カ
ン
．
　
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
吉
野
作
造
と
キ
リ
ス
ト
教
の
影
響
⑥
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ハ
　
げ
ボ
ー
ド
か
ら
の
独
立
を
目
差
し
た
こ
と
は
、
宣
教
師
た
ち
よ
り
独
立
運
動
の
巨
魁
と
見
ら
れ
、
疎
ま
れ
た
。
こ
の
結
果
、
そ
の
熱
心
な
活
ハ
ぜ
　動
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
明
治
二
六
年
二
八
九
三
年
）
の
社
長
改
選
に
当
た
っ
て
落
選
し
て
し
ま
っ
た
。
　
こ
う
し
て
海
老
名
は
日
本
基
督
伝
道
会
社
社
長
と
い
う
全
国
的
な
伝
道
に
責
任
を
も
つ
地
位
か
ら
離
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
こ
の
落
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
ら
ソ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
も
ザ
選
以
前
、
同
年
八
月
、
神
戸
教
会
よ
り
牧
師
と
し
て
招
聰
さ
れ
て
お
り
、
同
年
九
月
に
は
こ
れ
を
受
け
て
就
任
し
た
。
当
時
、
神
戸
教
会
に
は
前
任
牧
師
に
対
す
る
教
会
員
の
不
信
任
問
題
が
あ
り
、
教
会
員
の
間
に
精
神
的
不
一
致
が
生
じ
て
、
前
任
者
が
辞
任
し
、
神
戸
教
会
は
分
裂
し
た
が
、
後
任
と
し
て
海
老
名
が
迎
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
だ
が
教
会
員
の
な
か
に
は
、
海
老
名
に
対
し
て
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
当
時
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
・
キ
リ
ス
ト
教
界
を
動
揺
さ
せ
て
い
た
新
神
学
（
自
由
神
学
）
に
傾
斜
し
て
い
る
と
思
わ
れ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ァ
ツ
て
、
「
異
端
邪
説
の
唱
道
者
」
で
あ
る
と
誤
解
、
批
難
す
る
も
の
も
あ
っ
た
が
、
海
老
名
が
「
自
ら
悦
ん
で
分
離
後
の
難
局
を
引
き
受
け
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ツ
好
く
統
一
輩
固
の
域
に
至
ら
し
め
ら
れ
」
る
で
あ
ろ
う
「
任
侠
」
が
期
待
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
レ
　
海
老
名
は
き
わ
め
て
熱
心
に
至
誠
を
も
っ
て
教
会
再
建
に
努
力
し
、
役
員
会
を
訓
練
し
て
、
役
員
会
と
牧
師
と
の
精
神
的
一
致
を
は
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
ザ
り
、
こ
う
し
て
教
会
は
「
昔
日
の
状
態
と
は
全
く
一
変
し
、
新
進
気
鋭
の
青
年
信
徒
を
以
て
充
さ
れ
」
て
い
き
、
会
堂
に
活
気
が
あ
ふ
れ
て
、
そ
の
教
勢
は
大
い
に
あ
が
り
、
神
戸
教
会
に
お
け
る
そ
の
伝
道
活
動
は
非
常
に
順
調
に
進
み
、
そ
の
再
建
に
成
功
し
た
。
　
こ
の
よ
う
に
神
戸
教
会
在
任
中
の
伝
道
活
動
は
比
較
的
波
乱
の
な
い
順
調
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
や
が
て
教
勢
の
振
わ
な
い
東
京
に
お
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ぱ
　
い
て
、
み
ず
か
ら
大
い
に
伝
道
す
べ
く
決
意
し
て
、
明
治
三
〇
年
（
一
八
九
七
年
）
五
月
に
は
辞
表
を
提
出
し
、
三
年
八
ヵ
月
に
し
て
神
戸
を
去
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
熊
本
時
代
か
ら
日
本
基
督
伝
道
会
社
社
長
時
代
を
経
て
神
戸
時
代
の
終
わ
り
に
い
た
る
約
一
〇
年
問
に
お
い
て
、
海
老
名
の
そ
れ
ま
で
の
「
神
子
の
意
識
の
宗
教
」
に
ど
の
よ
う
な
動
き
が
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
と
思
う
。
こ
の
約
一
〇
年
間
こ
そ
、
後
年
、
吉
野
作
造
に
影
響
を
与
え
た
海
老
名
の
キ
リ
ス
ト
教
が
形
成
さ
れ
た
時
期
で
あ
り
、
こ
の
意
味
に
お
い
て
、
き
わ
め
て
重
要
な
意
義
を
含
ん
で
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
　
こ
の
約
一
〇
年
間
の
海
老
名
の
キ
リ
ス
ト
教
を
考
察
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
重
要
な
問
題
が
三
つ
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
第
一
は
海
老
名
の
新
神
学
へ
の
傾
斜
の
問
題
で
あ
り
、
第
二
は
そ
の
日
本
神
道
研
究
の
問
題
で
あ
り
、
第
三
は
海
老
名
の
日
清
戦
争
に
対
す
る
態
度
の
問
題
で
あ
る
。
勿
論
、
こ
の
三
つ
の
問
題
は
そ
れ
ぞ
れ
別
個
に
孤
立
し
て
存
在
し
て
い
た
の
で
は
な
く
、
相
互
に
密
接
に
関
連
し
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
だ
が
こ
こ
で
は
、
こ
の
時
期
に
お
け
る
そ
の
信
仰
と
思
想
を
明
ら
か
に
す
る
方
法
と
し
て
、
三
つ
の
問
題
を
そ
れ
ぞ
れ
別
個
に
考
察
し
た
い
と
思
う
。
　
ま
ず
第
皿
の
問
題
か
ら
考
え
て
み
た
い
。
新
神
学
が
日
本
に
最
初
に
入
っ
て
き
た
の
は
、
独
逸
普
及
福
音
協
会
（
U
段
＞
凝
の
臼
鰍
需
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円
畠
お
Φ
房
o
ぎ
…
甲
0
8
馨
鋤
p
冴
魯
Φ
譲
誇
δ
霧
話
邑
β
）
の
宣
教
師
ス
ピ
ン
ナ
ー
（
≦
一
一
獣
a
ω
℃
ぎ
器
触
）
が
明
治
一
八
年
（
一
八
八
五
年
）
九
月
に
来
日
し
て
伝
道
を
開
始
し
て
か
ら
の
こ
と
で
あ
り
、
海
老
名
は
前
述
の
よ
う
に
、
当
時
、
上
州
伝
道
に
従
事
し
て
い
た
。
さ
ら
に
明
治
二
〇
年
（
一
八
八
七
年
）
一
二
月
に
は
ア
メ
リ
カ
の
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
協
会
（
↓
箒
》
置
Φ
誉
き
¢
簿
鉱
き
》
錺
○
鼠
呂
9
）
　
　
　
　
　
　
ハ
お
レ
の
宣
教
師
ナ
ッ
プ
（
≧
跨
賃
竃
薯
閑
霊
署
）
が
、
ま
た
さ
ら
に
少
し
後
れ
て
、
明
治
二
三
年
（
一
八
九
〇
年
）
四
月
に
は
ア
メ
リ
カ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
め
レ
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ユ
ニ
バ
ー
サ
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ス
ト
（
宇
宙
神
教
）
（
↓
匿
d
巳
誘
屋
器
。
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酔
○
窪
R
餌
一
〇
〇
鷺
窪
甑
9
）
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師
ペ
リ
ン
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0
8
茜
Φ
ダ
勺
Φ
同
汐
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
レ
が
渡
来
し
て
、
新
神
学
を
紹
介
し
、
当
時
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
・
キ
リ
ス
ト
教
界
に
き
わ
め
て
大
き
な
動
揺
を
与
え
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
ま
ず
第
一
の
問
題
に
つ
い
て
考
察
す
る
の
で
あ
り
、
こ
の
目
的
の
た
め
に
は
、
海
老
名
が
ジ
ェ
ー
ン
ズ
の
教
育
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
に
接
触
し
始
め
た
熊
本
洋
学
校
入
学
ご
ろ
に
さ
か
の
ぽ
っ
て
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
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三
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四
だ
が
す
で
に
そ
の
こ
ろ
に
つ
い
て
は
論
述
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
重
複
す
る
部
分
も
あ
る
が
、
第
一
の
問
題
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
重
ね
て
や
や
詳
細
に
述
べ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　
　
日
本
で
は
、
明
治
六
年
（
一
八
七
三
年
）
二
月
に
キ
リ
ス
ト
教
が
解
禁
さ
れ
、
そ
の
前
後
か
ら
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
を
信
仰
す
る
も
の
が
現
わ
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
新
神
学
が
入
っ
て
き
た
こ
ろ
は
、
そ
の
解
禁
後
、
ま
だ
一
〇
数
年
を
経
過
し
た
に
す
ぎ
ず
、
当
時
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
多
く
は
「
神
学
上
の
議
論
を
耳
に
し
た
る
こ
と
も
無
く
、
単
純
な
る
信
仰
、
十
字
架
の
福
音
を
信
じ
て
、
塞
魂
の
喜
楽
を
獲
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ゼ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
レ
謳
歌
感
謝
の
ほ
か
他
事
な
か
」
っ
た
状
態
で
あ
り
、
当
時
の
キ
リ
ス
ト
教
神
学
の
程
度
は
き
わ
め
て
幼
稚
、
単
純
な
も
の
で
あ
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
す
な
わ
ち
、
初
期
キ
リ
ス
ト
教
徒
は
、
一
般
的
に
は
、
キ
リ
ス
ト
の
処
女
受
胎
、
十
字
架
上
の
死
と
そ
れ
か
ら
の
復
活
な
ど
の
こ
と
を
素
直
に
そ
の
ま
ま
信
ず
る
「
単
純
な
る
信
仰
」
を
も
っ
て
お
り
、
聖
書
に
お
け
る
奇
跡
や
背
理
性
や
矛
盾
を
追
究
す
る
こ
と
も
な
か
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
　
と
こ
ろ
が
、
海
老
名
を
始
め
と
す
る
熊
本
バ
ン
ド
の
人
た
ち
は
そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
洋
学
校
で
の
ジ
ェ
…
ン
ズ
の
教
育
は
、
「
学
生
に
近
代
的
学
問
を
教
え
る
と
と
も
、
学
生
を
寄
宿
舎
に
収
容
し
て
v
キ
リ
ス
ト
教
的
人
格
主
義
教
育
を
ほ
ど
こ
し
た
。
彼
は
厳
格
な
規
律
を
重
ん
じ
、
学
生
を
内
よ
り
啓
発
す
る
教
育
方
法
を
用
い
、
ま
た
知
識
と
道
徳
を
修
得
し
た
人
物
こ
そ
国
家
に
有
為
な
人
材
と
な
る
こ
と
を
教
え
た
。
そ
し
て
学
生
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る
と
、
次
第
に
キ
リ
ス
ト
教
に
つ
い
て
教
え
は
じ
め
た
。
彼
が
キ
リ
ス
ト
教
の
中
心
生
命
と
し
て
教
え
た
こ
と
は
『
神
ノ
王
国
ヲ
現
世
二
来
タ
ス
コ
ト
、
基
督
ハ
ソ
ノ
王
国
ノ
主
宰
者
ナ
ル
コ
ト
、
人
間
ハ
神
ノ
子
供
ニ
シ
テ
、
此
王
国
二
生
活
ス
ベ
キ
コ
ト
、
人
類
二
対
シ
テ
ハ
仁
愛
、
神
二
対
シ
テ
ハ
忠
実
ナ
ル
コ
ト
』
（
森
田
久
万
人
『
ヂ
ェ
ン
ズ
先
生
二
就
テ
ノ
感
想
』
『
九
州
文
学
』
明
二
六
・
一
）
と
学
生
に
解
さ
れ
た
。
そ
こ
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
も
の
は
教
条
的
な
も
の
を
排
し
た
自
由
な
キ
リ
ス
ト
教
の
理
念
で
あ
る
。
彼
の
教
え
方
も
自
由
で
あ
っ
た
。
彼
は
学
生
た
ち
が
と
も
か
く
聖
書
を
よ
ん
で
、
キ
リ
ス
ト
教
の
疑
問
を
自
ら
解
決
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
。
注
入
的
、
捏
造
的
で
は
な
く
、
内
発
的
、
創
造
的
な
考
え
方
が
重
ん
じ
ら
れ
た
。
彼
は
ま
た
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
ザ
教
派
的
な
も
の
、
儀
式
的
な
も
の
を
嫌
い
、
キ
リ
ス
ト
教
を
内
実
的
な
も
の
、
生
命
的
な
も
の
と
し
て
教
え
た
。
」
こ
の
よ
う
な
ジ
ェ
ー
ン
ズ
の
教
育
　
　
人
格
主
義
的
教
育
、
近
代
的
学
問
（
数
学
、
物
理
学
、
化
学
、
生
理
学
、
天
文
学
、
地
理
学
、
歴
史
学
な
ど
）
の
教
授
、
教
条
的
で
は
な
い
自
由
な
キ
リ
ス
ト
教
ー
は
生
徒
た
ち
に
非
常
に
大
き
な
激
し
い
感
化
を
与
え
、
海
老
名
も
同
様
、
き
わ
め
て
大
き
な
激
し
い
影
響
を
受
け
、
や
が
て
キ
リ
ス
ト
教
を
信
ず
る
に
い
た
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
は
、
海
老
名
は
ど
の
よ
う
に
キ
リ
ス
ト
教
に
接
近
し
、
ジ
ェ
ー
ン
ズ
か
ら
ど
の
よ
う
な
具
体
的
な
感
化
を
受
け
、
そ
の
結
果
、
ど
の
よ
う
な
信
仰
を
も
つ
に
い
た
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
　
柳
川
藩
の
武
士
の
家
に
生
ま
れ
、
幼
い
こ
ろ
か
ら
主
君
の
た
め
に
死
ぬ
と
の
武
士
的
自
覚
に
目
覚
め
て
い
た
が
、
明
治
維
新
後
、
忠
誠
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
め
レ
の
対
象
を
模
索
す
る
状
況
の
も
と
で
、
す
で
に
藩
校
伝
習
館
で
学
ん
で
い
た
英
学
を
さ
ら
に
一
層
勉
学
す
べ
く
、
父
の
許
し
を
得
、
横
井
小
楠
の
高
弟
池
辺
藤
左
衛
門
の
紹
介
状
を
も
っ
て
、
洋
学
校
を
志
願
し
、
小
楠
の
高
弟
竹
暗
茶
道
（
律
次
郎
）
の
取
り
計
ら
い
に
よ
り
入
学
が
許
可
さ
れ
た
が
、
入
学
期
が
明
治
五
年
（
一
八
七
二
年
）
九
月
（
旧
暦
）
で
あ
っ
た
た
め
、
同
年
一
月
（
旧
暦
）
に
は
洋
学
校
入
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゑ
レ
ヘ
の
準
備
と
し
て
、
ま
ず
茶
道
塾
へ
入
っ
た
。
　
こ
の
塾
で
の
「
講
習
の
仕
方
は
柳
河
と
異
な
り
、
問
答
を
主
に
し
て
、
大
学
に
謂
ふ
所
の
明
徳
と
は
何
か
、
治
国
と
は
何
か
、
格
物
致
知
と
は
何
う
す
る
事
か
と
て
、
字
義
に
関
係
せ
ず
、
実
際
の
応
用
を
訊
ね
ら
れ
た
。
茶
堂
先
生
の
仕
方
は
、
横
井
小
楠
の
啓
発
を
旨
と
す
　
　
　
　
　
　
　
ハ
め
　
る
教
育
法
で
あ
っ
た
」
。
ま
た
「
茶
道
先
生
の
講
義
を
聞
い
て
、
少
な
か
ら
ず
啓
発
さ
れ
た
が
、
中
に
も
一
つ
大
い
に
益
し
た
事
が
あ
る
。
　
　
　
　
東
　
洋
　
法
　
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
　
　
　
　
吉
野
作
造
と
キ
リ
ス
ト
教
の
影
響
偶
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
そ
れ
は
天
の
説
明
で
あ
っ
た
。
朱
子
は
、
天
は
理
な
り
と
云
っ
た
が
、
小
楠
先
生
は
、
天
は
活
物
で
あ
る
、
活
物
と
し
て
考
へ
よ
、
と
教
へ
た
と
、
茶
道
先
生
は
述
べ
た
。
こ
れ
は
、
予
（
海
老
名
　
　
　
筆
者
注
）
に
新
し
く
聞
え
た
。
予
は
、
こ
れ
で
行
か
ね
ば
な
ら
ぬ
と
て
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
む
　
　
　
　
　
　
ハ
あ
　
天
は
活
物
で
あ
る
と
い
ふ
考
方
が
光
明
を
与
へ
た
。
」
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
茶
道
塾
で
は
小
楠
の
思
想
で
あ
る
実
学
の
修
養
を
積
ん
だ
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ぱ
　
　
さ
ら
に
茶
道
塾
か
ら
洋
学
校
の
予
備
校
と
も
い
う
べ
き
属
邸
に
移
り
、
「
近
思
録
」
を
教
え
ら
れ
て
、
儒
教
を
実
際
的
に
学
ぶ
の
に
指
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
の
レ
南
と
な
り
、
後
ま
で
も
有
益
な
座
右
の
書
と
な
っ
た
。
ま
た
、
こ
の
属
邸
に
い
た
こ
ろ
、
明
治
五
年
（
一
八
七
二
年
）
六
月
一
八
日
（
旧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ぬ
　
暦
）
に
は
明
治
天
皇
が
洋
学
校
を
訪
れ
た
が
、
「
馬
上
の
天
子
の
た
め
一
身
を
捧
げ
よ
う
と
、
実
に
心
強
い
感
じ
を
起
し
」
忠
誠
の
対
象
を
見
い
出
し
た
感
が
あ
っ
た
。
だ
が
依
然
と
し
て
、
親
を
思
い
、
家
の
こ
と
を
気
に
し
、
「
忠
孝
の
衝
突
」
を
解
決
す
る
こ
と
な
く
、
苦
し
ん
で
い
た
。
　
や
が
て
洋
学
校
に
同
年
九
月
（
旧
暦
）
正
式
に
入
学
し
、
ジ
ェ
ー
ン
ズ
の
前
述
の
よ
う
な
教
育
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
休
日
に
は
同
志
の
者
と
と
も
に
、
尭
舜
孔
子
の
道
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
小
楠
の
門
人
を
訪
れ
て
、
治
国
平
天
下
の
こ
と
を
論
じ
、
実
学
を
修
め
よ
う
と
努
め
た
。
そ
の
同
志
の
な
か
の
友
人
乾
立
夫
に
「
汝
（
海
老
名
　
　
　
筆
者
注
）
は
、
小
利
巧
で
あ
る
。
小
利
巧
で
は
道
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
入
れ
な
い
。
莫
迦
に
な
れ
」
と
注
意
さ
れ
、
あ
り
の
ま
ま
に
卒
直
に
な
ろ
う
と
心
掛
け
、
直
情
脛
行
を
志
し
た
。
ま
た
乾
は
「
汝
は
、
親
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
思
ひ
で
あ
る
。
家
の
事
を
気
に
す
る
。
こ
れ
で
は
、
国
事
に
役
立
た
な
い
。
家
を
捨
て
㌧
、
掛
れ
」
と
励
ま
さ
れ
、
こ
の
言
葉
は
非
常
に
海
老
名
を
感
奮
さ
せ
て
、
「
春
（
明
治
六
年
）
の
夜
、
朧
ろ
月
の
影
を
踏
ん
で
、
校
庭
を
散
歩
し
つ
つ
考
へ
た
。
親
の
事
を
考
へ
、
国
の
こ
と
、
大
君
の
事
を
考
へ
て
、
自
分
は
何
う
処
す
べ
き
か
を
考
へ
た
。
然
し
醗
然
と
し
て
、
覚
悟
し
て
、
一
身
を
国
に
捧
げ
よ
う
、
自
分
は
君
の
も
の
、
国
の
も
の
で
あ
る
、
一
身
を
こ
れ
に
捧
げ
よ
う
と
決
心
し
た
。
ま
さ
か
の
時
に
は
、
親
を
捨
て
、
家
を
捨
て
る
決
心
を
し
た
。
予
は
初
め
て
愛
国
者
に
な
っ
た
。
愛
国
者
は
、
外
か
ら
教
育
で
き
な
い
。
愛
国
者
は
、
腹
で
あ
る
。
愛
国
者
は
、
生
れ
る
も
の
で
あ
　
　
　
　
ハ
お
ロ
る
と
考
へ
た
」
。
　
右
に
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
ジ
ェ
ー
ン
ズ
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
の
感
化
を
受
け
る
以
前
の
海
老
名
は
、
幼
時
か
ら
武
士
的
自
覚
に
目
覚
め
て
、
尭
舜
孔
子
の
道
に
励
み
、
小
楠
の
実
学
を
修
め
、
忠
誠
の
対
象
を
親
・
家
か
ら
天
皇
・
国
家
へ
と
移
し
て
、
愛
国
者
と
な
り
、
こ
の
よ
う
な
精
神
修
養
を
通
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
す
な
わ
ち
、
「
予
が
、
基
督
教
へ
と
向
っ
て
、
難
関
を
切
抜
け
た
の
は
、
実
学
的
見
地
を
胸
に
抱
い
て
ゐ
た
か
ら
で
あ
る
。
失
子
学
は
、
親
を
三
度
諌
め
て
、
聞
か
れ
ざ
れ
ば
、
泣
い
て
従
ふ
と
教
へ
た
が
、
実
学
は
、
良
心
を
基
本
と
し
て
天
下
国
家
を
論
じ
た
か
ら
、
天
下
国
家
の
た
め
に
は
、
親
に
背
い
て
も
、
進
み
行
く
活
路
が
あ
っ
た
。
天
が
、
我
が
心
を
知
り
給
ふ
。
『
近
思
録
賑
に
『
君
子
は
、
當
に
終
臼
天
に
在
る
に
対
す
べ
し
』
と
記
し
て
あ
る
。
他
の
所
に
は
、
『
敬
せ
ざ
る
勿
れ
。
以
て
、
上
帝
に
対
す
べ
し
』
と
も
記
さ
る
。
天
を
上
帝
と
云
へ
ば
、
考
方
が
具
体
的
に
な
る
。
『
論
語
』
に
曰
く
、
『
罪
を
天
に
獲
れ
ば
薦
る
所
な
し
』
と
。
横
井
小
楠
は
、
『
宋
の
朱
子
』
か
ら
出
発
し
て
、
『
四
書
』
に
遡
り
更
に
『
五
経
』
に
至
っ
て
、
遂
に
天
に
到
達
し
た
。
天
を
、
上
帝
に
人
格
化
し
、
天
が
我
が
心
を
見
、
天
が
我
を
保
護
す
る
。
『
書
経
』
に
『
天
の
明
命
を
観
る
』
と
あ
る
。
小
楠
日
く
、
『
尭
舜
三
代
の
心
を
用
う
る
を
見
る
に
、
其
天
を
畏
る
㌧
こ
と
、
現
在
天
帝
の
上
に
在
せ
る
如
く
、
目
に
視
、
耳
に
聞
く
。
動
容
周
旋
、
総
て
天
帝
の
命
を
受
く
る
如
く
、
自
然
に
敬
畏
な
り
』
云
々
と
。
予
を
し
て
、
天
に
向
は
し
む
る
指
南
と
な
っ
た
。
丁
度
そ
の
頃
、
予
は
内
心
の
状
態
を
見
て
、
い
ろ
い
ろ
な
衝
突
を
経
、
本
心
と
私
心
と
の
葛
藤
を
切
抜
け
ね
ば
な
ら
ぬ
事
を
痛
感
し
た
、
本
心
は
天
子
の
如
く
、
私
心
は
将
軍
の
如
く
で
あ
る
。
位
は
天
子
が
高
い
が
、
力
は
将
軍
に
あ
る
。
本
心
は
、
権
威
を
以
て
命
令
す
る
が
、
私
心
は
こ
れ
を
実
行
し
な
い
。
本
心
は
圧
迫
さ
れ
、
私
心
が
勝
っ
て
ゐ
る
。
本
心
が
良
い
と
い
ふ
事
を
、
私
心
が
為
さ
ず
、
本
心
が
悪
い
　
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
　
　
　
　
吉
野
作
造
と
キ
リ
ス
ト
教
の
影
響
⑥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
と
す
る
所
を
、
私
心
が
敢
て
す
る
。
予
は
常
に
良
心
の
責
め
を
受
け
て
、
解
決
し
得
な
い
窮
境
に
あ
っ
た
。
予
は
先
づ
実
学
の
力
を
得
て
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ぬ
レ
精
神
の
活
路
を
開
発
し
て
行
っ
た
」
。
　
海
老
名
は
こ
の
よ
う
に
実
学
に
お
け
る
天
の
観
念
を
媒
介
と
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
を
受
け
容
れ
る
素
地
を
形
成
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
素
地
の
も
と
に
、
ま
ず
ジ
ェ
ー
ン
ズ
か
ら
教
え
ら
れ
た
、
物
理
学
、
化
学
、
生
理
学
な
ど
の
自
然
科
学
の
学
習
を
通
じ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
に
接
近
し
た
。
物
理
学
を
学
ん
で
は
、
「
こ
の
世
界
（
自
然
界
）
は
常
な
ら
ざ
る
世
界
、
奥
ぶ
か
い
世
界
で
あ
る
。
」
こ
と
を
知
っ
て
、
自
然
界
に
対
し
て
興
味
を
も
ち
、
化
学
を
学
習
し
て
は
「
自
然
界
に
偶
然
は
な
い
。
何
処
を
見
て
も
、
マ
ア
ク
ス
・
オ
ブ
・
イ
ン
テ
リ
ゼ
ン
ス
が
、
歴
然
と
し
て
存
在
し
す
る
こ
と
を
教
え
ら
れ
、
ま
た
生
理
学
か
ら
は
「
人
体
は
、
不
朽
の
霊
魂
の
住
家
で
あ
る
」
こ
と
を
学
び
、
「
予
は
、
不
朽
の
塞
魂
に
興
味
を
覚
え
た
。
物
理
学
で
は
、
物
質
を
教
へ
た
が
、
化
学
に
来
る
と
、
宇
宙
は
活
き
て
来
た
。
人
体
が
不
朽
の
塞
魂
の
住
家
で
あ
る
と
見
る
と
、
宇
宙
に
は
、
無
限
な
る
心
の
宿
れ
る
事
を
考
へ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
」
「
不
朽
な
る
塞
魂
は
、
成
長
す
る
。
斯
く
て
予
が
、
人
体
に
は
よ
り
深
い
も
の
が
あ
る
と
自
覚
し
た
頃
、
ヂ
ェ
ー
ン
ス
は
一
日
興
奮
し
て
『
ユ
ニ
ヴ
ァ
ス
・
イ
ズ
・
グ
ロ
ウ
ス
』
と
云
ひ
つ
㌧
、
偉
い
勢
で
教
室
に
入
っ
て
来
た
。
予
は
実
に
面
白
い
と
思
っ
た
。
実
に
然
う
だ
。
宇
宙
は
成
長
で
あ
る
と
は
面
白
い
。
宇
宙
が
成
長
す
る
わ
け
は
、
生
命
が
あ
る
か
ら
だ
。
不
朽
な
る
生
命
、
普
遍
せ
る
心
、
永
遠
な
る
成
長
へ
と
、
予
の
心
は
向
っ
た
。
斯
か
る
考
方
は
、
曽
て
実
学
に
て
学
ん
だ
以
上
で
あ
っ
て
、
結
論
は
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
儒
教
で
い
ふ
上
帝
、
曼
天
と
、
基
督
教
で
い
ふ
神
と
は
、
同
じ
で
な
い
か
。
結
局
は
、
同
じ
所
に
帰
著
す
る
の
だ
と
思
っ
た
。
」
「
小
楠
の
い
ふ
上
帝
と
、
科
学
で
い
ふ
ユ
ニ
ヴ
ァ
サ
ル
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
ツ
マ
イ
ン
ド
と
は
、
同
一
で
あ
る
、
と
斯
う
考
へ
て
、
予
の
思
想
は
纏
ま
っ
た
」
。
　
こ
の
よ
う
に
海
老
名
は
、
ジ
ェ
…
ン
ズ
か
ら
教
え
ら
れ
た
自
然
科
学
を
通
じ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
へ
接
近
し
て
い
っ
た
が
、
さ
ら
に
ま
た
、
ジ
ェ
ー
ン
ズ
か
ら
学
ん
だ
欧
米
の
歴
史
に
よ
っ
て
も
、
キ
リ
ス
ト
教
を
尊
重
す
る
気
持
が
決
定
的
と
な
っ
た
。
「
我
々
は
、
ヂ
ェ
ー
ン
ス
の
教
へ
る
米
国
南
北
戦
争
や
奴
隷
解
放
に
、
興
味
を
抱
い
た
。
奴
隷
解
放
の
立
場
に
あ
っ
た
大
統
領
リ
ン
コ
ル
ン
を
崇
拝
し
た
。
」
「
我
々
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
は
又
、
奴
隷
解
放
以
前
の
米
国
独
立
戦
争
を
教
は
っ
て
大
い
に
感
心
し
た
。
日
本
に
は
戦
争
と
云
へ
ば
士
族
が
戦
争
を
し
、
農
工
商
は
役
に
立
た
な
か
っ
た
。
米
国
で
は
、
農
工
商
が
独
立
戦
争
を
し
た
。
我
々
に
は
及
ば
な
い
事
で
、
偉
い
精
神
だ
と
思
っ
た
。
我
々
は
ワ
シ
ン
ト
ン
、
ジ
ェ
フ
ア
ソ
ン
、
パ
ト
リ
ッ
ク
・
ヘ
ン
リ
ー
、
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
等
を
崇
拝
し
た
。
米
国
の
歴
史
に
は
、
奴
隷
解
放
や
独
立
戦
争
を
一
貫
せ
る
精
神
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
米
国
に
始
ま
っ
た
も
の
で
な
く
、
英
国
か
ら
来
た
も
の
で
あ
る
。
ピ
ル
グ
リ
ム
・
フ
ァ
ー
ザ
ア
等
が
持
っ
て
来
た
精
神
が
米
国
に
て
燃
え
上
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
精
神
が
、
曽
て
英
国
に
て
も
改
革
を
起
こ
し
、
ハ
ム
プ
デ
ン
、
ク
ロ
ム
ウ
エ
ル
、
ミ
ル
ト
ン
が
こ
れ
に
参
与
し
た
事
を
学
ん
で
、
我
々
は
彼
等
を
英
雄
と
し
て
崇
拝
し
た
。
米
国
の
ワ
シ
ン
ト
ン
等
は
、
こ
の
精
神
を
受
け
継
い
だ
の
で
あ
る
。
然
し
英
国
の
精
神
も
、
亦
そ
の
源
は
欧
州
大
陸
に
あ
っ
た
。
和
蘭
陀
の
西
班
牙
に
対
し
て
の
独
立
戦
争
、
佛
蘭
西
に
お
け
る
ユ
ウ
ゲ
ノ
オ
の
信
仰
の
自
由
の
主
張
、
聖
パ
ル
ト
ロ
メ
オ
祭
日
に
於
け
る
ユ
ウ
ゲ
ノ
オ
の
受
難
に
、
我
々
は
同
感
同
情
し
た
。
然
し
佛
蘭
西
革
命
に
は
興
味
を
持
た
ず
、
あ
れ
は
不
可
で
あ
る
と
思
？
た
。
ユ
ウ
ゲ
ノ
オ
の
宗
教
改
革
に
は
興
味
を
持
っ
た
が
、
そ
の
源
は
所
謂
宗
教
改
革
に
あ
る
。
ツ
ヰ
ン
グ
リ
、
カ
ル
ヴ
ィ
ン
、
ル
ウ
テ
ル
の
宗
教
改
革
で
あ
る
。
そ
の
奥
に
、
何
か
無
い
か
、
判
ら
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
か
っ
た
。
所
謂
闇
黒
時
代
で
あ
る
と
教
へ
ら
れ
た
。
然
し
更
に
遡
る
と
、
西
暦
初
期
に
、
基
督
教
と
い
ふ
偉
大
な
る
精
神
が
現
わ
れ
て
、
良
心
の
自
由
、
信
仰
の
自
由
を
主
張
し
て
戦
っ
た
。
ヂ
ェ
…
ン
ス
が
教
へ
た
米
国
歴
史
中
の
偉
大
な
る
精
神
は
、
遡
っ
て
ゆ
け
ば
、
基
督
教
に
結
付
け
ら
れ
、
『
新
約
聖
書
鮎
に
達
し
た
。
そ
こ
で
我
々
は
、
聖
書
を
読
み
た
く
な
り
、
基
督
教
に
対
し
て
興
味
を
持
ち
始
め
た
。
然
し
聖
書
は
偉
大
な
本
で
あ
る
と
思
っ
て
読
ん
で
見
る
と
、
幽
難
が
現
は
れ
、
基
督
の
復
活
が
あ
り
、
不
可
解
な
事
が
あ
り
、
何
と
か
片
　
　
　
　
東
　
洋
　
法
　
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
　
　
　
　
吉
野
作
造
と
キ
リ
ス
ト
教
の
影
響
⑥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
付
け
ね
ば
な
ら
ぬ
。
孔
子
は
『
怪
力
乱
神
を
語
ら
ず
』
と
云
っ
た
が
、
基
督
伝
は
、
怪
力
乱
神
を
語
っ
て
、
甚
だ
不
愉
快
で
あ
る
。
然
し
マ
タ
イ
伝
に
は
、
立
派
な
精
神
や
、
尊
い
教
訓
も
あ
り
、
怪
力
乱
神
を
語
る
荒
唐
無
稽
と
、
金
科
玉
條
と
が
混
濡
し
て
ゐ
る
。
欧
米
の
歴
史
、
殊
に
宗
教
改
革
の
精
神
の
源
が
藪
に
あ
る
事
は
、
間
違
が
な
い
。
荒
唐
無
稽
な
所
は
、
基
督
の
弟
子
が
、
基
督
教
を
弘
め
る
た
め
に
椿
へ
た
事
だ
と
も
初
め
考
へ
た
が
、
弟
子
達
が
椿
へ
事
の
た
め
、
生
命
ま
で
捨
て
た
と
も
、
常
識
上
考
へ
ら
れ
な
い
。
予
は
聖
書
の
記
事
に
就
い
て
、
真
面
目
に
考
へ
、
ま
た
煩
悶
し
た
。
基
督
が
人
を
欺
く
た
め
と
も
思
は
れ
ず
、
弟
子
達
が
こ
れ
を
作
為
し
た
と
も
受
取
れ
な
か
っ
た
。
何
か
意
味
が
あ
り
、
研
究
す
る
余
地
が
あ
る
と
思
っ
た
。
聖
書
の
中
に
は
金
科
玉
條
の
教
が
あ
る
。
こ
れ
は
排
斥
で
き
な
い
。
欧
米
の
歴
史
に
現
は
れ
た
偉
大
な
る
精
神
を
認
め
る
以
上
、
そ
の
源
で
あ
る
基
督
教
を
認
め
な
い
わ
け
に
行
か
な
い
。
自
由
、
平
等
、
博
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
レ
愛
を
重
ん
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
。
斯
く
て
基
督
教
を
尊
ぶ
気
持
が
殖
え
た
。
基
督
の
方
が
、
孔
子
よ
り
も
偉
大
だ
と
思
ふ
に
至
っ
た
」
。
　
海
老
名
は
こ
の
よ
う
に
、
ジ
ェ
ー
ン
ズ
か
ら
教
え
ら
れ
た
欧
米
の
歴
史
に
つ
い
て
の
勉
学
か
ら
も
、
キ
リ
ス
ト
教
を
欧
米
の
歴
史
に
現
わ
れ
た
偉
大
な
精
神
の
源
と
し
て
認
め
、
尊
重
す
る
気
持
を
高
め
、
そ
の
結
果
聖
書
を
読
む
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
ろ
の
キ
リ
ス
ト
教
観
は
、
前
述
の
よ
う
に
当
時
の
多
く
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
よ
う
な
「
単
純
な
る
信
仰
」
で
は
な
く
、
聖
書
に
お
け
る
奇
跡
や
背
理
性
や
矛
盾
に
つ
い
て
思
い
悩
み
、
研
究
し
よ
う
と
い
う
態
度
を
も
っ
て
お
り
、
た
だ
聖
書
を
そ
の
ま
ま
信
ず
る
の
で
は
な
く
、
し
た
が
っ
て
、
後
年
、
新
神
学
に
傾
斜
し
て
い
く
方
向
性
を
、
キ
リ
ス
ト
教
に
接
触
し
始
め
た
こ
ろ
か
ら
す
で
に
も
っ
て
い
た
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
　
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
海
老
名
が
キ
リ
ス
ト
教
に
接
近
し
て
い
っ
た
順
序
と
し
て
は
、
小
楠
の
実
学
の
修
養
、
ジ
ェ
…
ン
ズ
か
ら
教
え
ら
れ
た
自
然
科
学
お
よ
び
欧
米
の
歴
史
な
ど
が
そ
の
契
機
と
な
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
キ
リ
ス
ト
教
へ
の
接
近
に
は
、
洋
学
校
に
入
学
し
て
か
ら
約
二
年
間
、
す
な
わ
ち
明
治
七
年
（
一
八
七
四
年
）
末
ご
ろ
ま
で
か
か
っ
た
の
で
あ
る
。
　
さ
ら
に
翌
明
治
八
年
（
】
八
七
五
年
）
春
、
い
ま
一
つ
の
自
分
自
身
の
精
神
的
葛
藤
に
悩
み
、
こ
れ
が
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
な
第
｝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
　
回
の
回
心
に
い
た
る
直
接
的
契
機
と
な
っ
た
。
「
先
に
、
『
近
思
録
』
や
『
集
義
和
書
』
を
読
ん
で
、
自
己
を
内
省
す
る
と
、
天
の
与
へ
た
本
心
と
、
自
己
中
心
の
私
心
と
が
あ
り
、
相
争
う
て
ゐ
る
。
本
心
は
尊
い
が
、
私
心
は
卑
し
い
。
自
分
は
、
こ
の
私
心
に
捕
へ
ら
れ
勝
ち
で
あ
る
。
こ
の
精
神
上
の
苦
悶
が
厳
し
い
。
予
の
腹
中
に
は
、
三
つ
の
力
が
あ
り
、
本
心
と
私
心
と
、
何
か
も
一
つ
あ
る
。
自
分
が
、
本
心
と
一
緒
に
な
る
時
が
あ
り
、
自
分
が
私
心
と
一
緒
に
な
る
時
も
あ
る
。
自
分
が
、
本
心
と
私
心
と
を
調
和
さ
せ
る
役
目
の
時
も
あ
る
。
本
心
の
要
求
は
尊
い
が
、
私
心
は
こ
れ
を
受
取
ら
な
い
。
私
心
の
為
す
所
を
、
本
心
は
賛
成
し
な
い
。
本
心
と
私
心
と
を
、
こ
の
ま
㌧
に
放
っ
て
置
け
な
い
。
本
心
が
自
分
を
立
て
ね
ば
な
ら
ぬ
。
予
の
胸
中
に
は
、
絶
え
ず
争
闘
が
あ
っ
て
、
解
決
が
容
易
で
な
く
、
何
う
し
て
可
い
か
、
大
い
に
悩
ん
だ
。
予
は
、
本
心
と
私
心
と
の
間
に
板
挾
み
と
な
っ
た
。
本
心
は
封
建
時
代
の
朝
廷
の
如
く
、
位
が
あ
っ
て
も
、
力
が
無
い
。
私
心
に
は
力
が
あ
り
、
本
心
を
押
付
け
て
ゐ
る
。
本
心
が
起
き
よ
う
と
す
る
と
、
私
心
の
た
め
に
掩
は
れ
る
。
私
心
の
要
求
を
、
本
心
は
認
め
な
い
の
で
、
予
は
板
挾
み
に
苦
し
ん
だ
。
斯
か
る
精
神
状
態
の
時
に
、
予
は
基
督
教
に
接
近
し
た
。
そ
の
中
に
、
神
の
存
在
が
判
っ
て
来
て
、
こ
れ
を
承
認
せ
ね
ば
成
ら
な
く
な
っ
た
。
然
し
神
と
自
分
と
の
縁
が
付
か
な
い
。
神
に
祈
る
の
は
、
不
合
理
で
あ
る
と
思
っ
た
。
神
は
自
分
に
、
能
力
を
与
へ
た
。
自
然
界
に
は
、
法
則
が
あ
る
。
予
は
神
が
教
へ
た
所
を
実
行
し
さ
へ
す
れ
ば
い
㌧
。
祈
疇
は
不
合
理
だ
と
思
っ
た
。
今
ま
で
予
は
佛
教
や
神
道
に
於
け
る
祈
疇
を
見
て
、
下
等
な
も
の
だ
、
君
子
の
為
す
べ
き
事
で
な
い
と
思
っ
た
。
武
運
長
久
の
祈
り
で
も
、
災
難
よ
け
の
祈
薦
で
も
、
感
心
し
な
か
っ
た
。
然
し
、
祈
疇
に
も
、
い
㌧
所
が
あ
る
事
は
知
っ
て
ゐ
た
。
毅
の
湯
王
は
、
身
を
犠
牲
に
し
て
、
人
民
の
た
め
、
天
に
向
っ
て
祈
っ
た
。
祈
薦
が
合
理
的
か
、
不
合
理
的
だ
か
は
、
別
問
題
と
し
て
、
　
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
　
　
　
　
吉
野
作
造
と
キ
リ
ス
ト
教
の
影
響
⑥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
一
そ
れ
は
実
に
美
し
い
。
湯
王
の
人
民
を
背
負
ふ
精
神
状
態
は
立
派
で
あ
る
。
武
運
長
久
の
祈
り
と
違
っ
て
、
湯
王
の
祈
り
は
実
に
い
㌧
と
　
　
ハ
　
レ
感
じ
た
」
。
こ
う
し
て
、
本
心
と
私
心
と
の
矛
盾
葛
藤
を
解
決
す
る
方
法
と
し
て
、
神
に
祈
る
こ
と
を
認
識
す
る
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。
　
こ
れ
ま
で
実
学
の
修
養
お
よ
び
自
然
科
学
や
欧
米
の
歴
史
の
勉
学
を
通
じ
て
、
種
々
の
精
神
上
の
苦
悩
を
経
て
、
神
に
接
近
し
て
そ
の
存
在
を
認
め
、
神
が
教
え
る
と
こ
ろ
を
た
だ
実
行
す
れ
ば
よ
い
と
考
え
て
き
た
が
、
祈
藩
に
つ
い
て
は
ま
だ
そ
の
意
義
を
認
識
し
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
神
の
存
在
を
認
め
て
も
、
神
と
の
結
び
付
き
を
得
る
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
だ
が
い
ま
や
、
祈
藩
の
意
義
に
つ
い
て
認
識
し
、
そ
の
必
要
な
る
こ
と
を
知
る
に
い
た
り
、
こ
の
祈
薦
の
意
義
に
つ
い
て
認
識
し
た
こ
と
が
、
明
治
八
年
（
一
八
七
五
年
）
三
月
の
す
で
に
述
べ
た
第
一
回
の
回
心
に
お
い
て
、
ジ
ェ
…
ン
ズ
の
「
祈
薦
は
、
我
々
の
職
分
で
あ
る
。
創
造
者
に
対
す
る
オ
ブ
リ
ゲ
エ
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
レ
ヨ
ン
で
あ
る
」
さ
ら
に
「
第
二
に
、
祈
疇
は
神
と
の
交
り
で
あ
る
」
と
い
う
言
葉
を
聞
い
て
、
海
老
名
は
非
常
に
感
動
し
、
共
感
し
、
こ
の
祈
薦
こ
そ
、
神
と
自
己
と
を
結
び
付
け
る
も
の
で
あ
る
と
の
自
覚
を
得
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
こ
に
回
心
す
る
に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
祈
薦
は
職
分
で
あ
る
と
の
聲
に
よ
り
、
宇
宙
の
主
宰
者
で
あ
る
神
に
対
し
て
拝
脆
す
る
者
と
な
り
、
神
の
僕
と
な
り
、
神
と
君
臣
関
係
を
成
立
さ
せ
て
、
神
を
忠
誠
の
対
象
と
し
て
畏
敬
し
、
さ
ら
に
は
人
が
神
と
交
わ
る
こ
と
が
で
き
る
と
の
言
葉
に
よ
り
、
た
だ
神
が
君
主
と
し
て
君
臨
し
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
親
し
く
交
わ
る
こ
と
が
で
き
る
相
手
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
主
我
主
義
か
ら
主
神
主
義
と
な
り
、
神
の
従
者
と
し
て
の
新
し
い
人
と
な
り
、
熱
烈
に
キ
リ
ス
ト
教
を
信
ず
る
に
い
た
っ
た
が
、
そ
の
キ
リ
ス
ト
教
は
、
罪
の
意
識
に
よ
っ
て
神
に
拝
脆
し
た
の
で
は
な
く
、
神
を
生
の
目
標
と
し
て
、
そ
の
僕
と
し
て
祈
り
敬
う
宗
教
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
聖
書
を
た
だ
そ
の
ま
ま
信
ず
る
「
単
純
な
る
信
仰
」
で
は
な
く
、
教
条
的
な
も
の
を
排
す
る
自
由
な
宗
教
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
や
が
て
新
神
学
に
傾
斜
し
て
い
く
方
向
性
が
あ
る
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
キ
リ
ス
ト
教
に
つ
い
て
の
考
え
方
は
、
前
述
の
ジ
ェ
ー
ン
ズ
の
教
育
に
よ
る
と
こ
ろ
が
き
わ
め
て
大
き
か
っ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
同
時
に
海
老
名
は
、
ジ
ェ
ー
ン
ズ
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
み
レ
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
熱
烈
な
愛
国
者
で
も
あ
り
、
こ
の
愛
国
主
義
に
は
す
で
に
述
べ
た
よ
う
な
武
士
道
や
儒
教
（
実
学
）
が
そ
の
基
礎
と
し
て
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
終
生
、
そ
の
キ
リ
ス
ト
教
の
当
然
の
前
提
を
な
す
も
の
と
な
っ
た
。
　
そ
の
後
、
明
治
八
年
（
一
八
七
五
年
）
の
秋
ご
ろ
か
ら
、
洋
学
校
の
生
徒
た
ち
の
間
に
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
が
急
速
に
激
し
く
広
が
り
、
熱
狂
的
に
高
ま
っ
て
、
リ
バ
イ
バ
ル
が
起
こ
り
、
こ
う
し
て
翌
明
治
九
年
（
一
八
七
六
年
）
一
月
末
、
海
老
名
を
始
め
と
す
る
四
〇
名
ば
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
み
　
か
り
の
生
徒
が
花
岡
山
に
集
ま
っ
て
、
「
奉
教
趣
意
書
」
を
読
み
上
げ
、
「
余
輩
嘗
テ
西
教
ヲ
学
ブ
ニ
頗
ル
悟
ル
所
ア
リ
、
爾
後
之
ヲ
読
ム
ニ
益
感
発
シ
欣
戴
措
カ
ズ
。
遂
二
此
ノ
教
ヲ
、
皇
国
二
布
キ
、
大
二
人
民
ノ
蒙
昧
ヲ
開
ン
ト
欲
ス
。
」
「
苛
モ
報
国
ノ
志
ヲ
抱
ク
者
ハ
、
宜
ク
感
発
興
起
シ
、
生
命
ヲ
塵
芥
二
比
シ
、
以
テ
西
教
ノ
公
明
正
大
ナ
ル
ヲ
解
明
ス
ベ
シ
。
」
と
誓
約
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
に
よ
る
啓
蒙
を
大
い
に
行
い
、
そ
れ
に
よ
る
新
し
い
国
家
建
設
の
志
を
公
に
し
た
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
海
老
名
を
始
め
と
す
る
熊
本
バ
ン
ド
の
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
の
当
然
の
前
提
に
は
、
そ
の
信
仰
に
よ
る
新
し
い
国
家
建
設
の
志
、
す
な
わ
ち
前
述
の
愛
国
主
義
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
　
こ
の
よ
う
な
誓
約
の
公
開
は
、
洋
学
校
内
部
に
反
キ
リ
ス
ト
教
感
情
を
激
化
さ
せ
、
キ
リ
ス
ト
教
を
信
ず
る
生
徒
は
洋
学
校
設
立
の
趣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ぬ
レ
旨
に
反
す
る
か
ら
退
校
せ
し
む
べ
し
と
し
、
ま
た
そ
の
誓
約
に
賛
同
し
た
生
徒
の
父
母
た
ち
か
ら
は
、
そ
の
賛
同
か
ら
離
脱
さ
せ
よ
う
と
　
　
　
　
　
　
　
ゑ
マ
激
し
い
圧
迫
や
強
制
が
加
え
ら
れ
た
が
、
こ
の
よ
う
な
動
き
に
は
ほ
と
ん
ど
屈
す
る
こ
と
な
く
、
そ
の
信
仰
を
貫
い
た
の
で
あ
っ
た
。
海
老
名
に
対
し
て
は
、
柳
川
藩
出
身
と
い
う
こ
と
が
あ
っ
て
、
な
ん
の
圧
迫
も
加
え
ら
れ
る
こ
と
も
な
く
、
そ
の
信
仰
を
継
続
し
、
同
年
六
月
に
は
、
京
都
・
同
志
社
教
授
デ
ビ
ス
（
庸
δ
欝
Φ
U
Φ
器
U
巽
び
）
か
ら
委
任
さ
れ
た
ジ
ェ
…
ン
ズ
に
よ
っ
て
、
他
の
一
三
名
ば
か
り
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ぬ
レ
の
生
徒
と
と
も
に
洗
礼
を
受
け
た
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
二
　
　
　
　
吉
野
作
造
と
キ
リ
ス
ト
教
の
影
響
⑥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
　
こ
の
よ
う
に
洗
礼
を
受
け
、
い
ま
や
正
式
に
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
な
っ
た
海
老
名
た
ち
は
、
い
よ
い
よ
卒
業
期
が
近
付
い
て
き
た
の
で
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
レ
卒
業
後
の
進
路
に
つ
い
て
考
え
始
め
て
い
た
が
、
ジ
ェ
ー
ン
ズ
の
自
由
な
信
仰
の
影
響
を
受
け
て
、
教
派
的
色
彩
を
嫌
っ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
卒
業
後
、
そ
の
よ
う
な
色
彩
の
な
い
学
校
へ
入
学
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
が
、
当
時
、
す
で
に
、
明
治
八
年
（
】
八
七
五
年
）
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
れ
　
一
月
、
新
島
嚢
が
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
…
ド
の
協
力
を
得
て
、
京
都
に
同
志
社
英
学
校
を
設
立
し
、
将
来
、
さ
ら
に
神
学
校
を
も
設
立
す
る
と
の
こ
と
を
聞
き
、
こ
の
神
学
校
が
無
教
派
主
義
で
あ
れ
ば
、
そ
こ
で
学
び
、
そ
こ
を
卒
業
し
て
後
に
実
際
の
伝
道
活
動
に
乗
り
出
そ
う
と
考
え
る
に
い
た
っ
た
。
か
く
て
こ
の
希
望
を
ジ
ェ
ー
ン
ズ
に
伝
え
た
と
こ
ろ
、
ジ
ェ
ー
ン
ズ
も
こ
れ
に
賛
成
し
て
、
新
島
お
よ
び
デ
ビ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
に
同
志
社
の
主
義
主
張
に
つ
い
て
問
い
質
し
て
く
れ
た
結
果
、
無
教
派
主
義
（
教
派
合
同
）
に
異
議
な
し
と
の
返
事
を
受
け
取
り
、
こ
う
し
て
海
老
名
た
ち
は
岡
志
社
入
学
の
意
志
を
固
め
て
、
明
治
九
年
（
一
八
七
六
年
）
八
月
に
は
四
力
年
の
課
程
を
修
了
し
て
洋
学
校
を
卒
業
し
、
同
年
九
月
に
は
同
志
社
英
学
校
に
入
学
し
た
。
当
時
、
海
老
名
は
満
二
〇
歳
で
あ
っ
た
。
　
こ
れ
ま
で
、
洋
学
校
入
学
か
ら
卒
業
に
い
た
る
ま
で
の
、
海
老
名
が
ど
の
よ
う
な
経
過
を
へ
て
、
ま
た
ど
の
よ
う
な
キ
リ
ス
ト
教
を
信
ず
る
に
い
た
っ
た
か
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
の
で
あ
る
が
、
海
老
名
は
、
同
志
社
入
学
直
前
の
こ
ろ
の
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
お
よ
び
生
活
や
勉
学
状
態
に
つ
い
て
、
み
ず
か
ら
総
括
し
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
長
文
で
は
あ
る
が
、
当
時
の
信
仰
や
生
活
を
適
確
に
示
す
も
の
と
し
て
き
わ
め
て
重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
引
用
し
て
み
よ
う
。
　
「
我
々
は
何
の
素
養
を
以
て
、
同
志
社
に
行
い
た
か
、
あ
ら
ま
し
こ
こ
に
陳
べ
て
置
く
必
要
が
あ
る
と
思
ふ
。
我
々
は
先
づ
儒
教
と
自
然
科
学
と
バ
イ
ブ
ル
と
に
由
っ
て
霊
活
の
真
理
と
し
て
体
得
し
た
上
帝
の
信
仰
を
有
し
て
居
っ
た
。
上
帝
が
宇
宙
の
主
宰
た
る
こ
と
、
道
徳
の
法
則
を
以
て
、
個
人
国
家
を
支
配
し
賞
罰
を
以
て
主
権
者
を
統
治
し
給
ふ
所
以
9
託
需
○
○
諾
導
蓉
①
葺
な
る
も
の
を
確
信
し
て
居
た
。
彼
の
天
道
は
善
に
福
し
淫
に
禍
す
る
と
い
ふ
信
仰
で
あ
る
。
之
は
儒
教
に
学
ぶ
所
で
あ
っ
て
、
我
々
の
脳
裡
を
支
配
し
て
居
た
。
我
々
は
こ
の
上
帝
は
万
有
の
創
造
者
で
あ
る
と
信
じ
た
。
之
は
バ
イ
ブ
ル
に
由
っ
て
学
び
得
た
。
こ
の
神
の
世
界
は
儒
教
や
バ
イ
ブ
ル
の
示
す
が
如
き
小
天
地
で
は
な
い
。
実
に
無
限
の
大
宇
宙
で
あ
る
こ
と
は
、
自
然
科
学
に
由
っ
て
学
び
得
た
。
　
我
々
は
バ
イ
ブ
ル
全
部
を
天
啓
と
し
て
受
取
ら
な
か
っ
た
。
故
に
バ
イ
ブ
ル
の
中
に
天
啓
が
在
る
と
信
じ
た
。
そ
の
如
く
四
書
五
経
の
中
に
も
天
啓
は
あ
る
と
信
じ
た
。
バ
イ
ブ
ル
の
中
に
て
も
、
言
々
句
々
同
一
の
価
値
あ
り
と
い
へ
な
い
。
況
ん
や
四
書
五
経
の
言
々
句
々
と
、
バ
イ
ブ
ル
の
言
々
句
々
と
、
相
対
照
し
て
は
同
一
価
値
あ
り
と
は
い
へ
な
い
。
乍
然
、
四
書
五
経
の
中
に
も
天
啓
あ
る
こ
と
は
認
め
ね
ば
な
ら
な
い
と
は
、
我
々
の
主
張
で
あ
っ
た
。
我
々
は
バ
イ
ブ
ル
の
註
釈
を
読
ま
な
か
っ
た
。
註
釈
は
読
む
べ
か
ら
ず
、
本
文
を
読
め
と
の
ヂ
ェ
ー
ン
ス
先
生
の
勧
告
で
あ
っ
た
。
我
々
は
旧
約
書
中
に
、
神
話
も
あ
り
、
物
語
も
あ
り
、
比
喩
も
あ
る
と
見
た
。
殊
に
古
書
の
五
経
又
は
六
経
は
幼
稚
に
し
て
、
信
ず
べ
か
ら
ざ
る
も
の
が
あ
る
と
認
め
た
。
新
約
書
の
中
に
も
信
じ
難
き
も
の
が
あ
る
と
見
た
。
黙
示
録
の
如
き
は
読
む
こ
と
を
厭
う
た
。
我
々
は
詩
篇
、
箴
言
を
愛
読
し
た
。
難
解
で
は
あ
っ
た
が
、
ヨ
ブ
記
を
繰
返
し
て
読
ん
だ
も
の
で
あ
る
。　
我
々
は
キ
リ
ス
ト
が
孔
子
釈
迦
よ
り
も
優
等
の
人
で
あ
る
と
信
じ
た
か
っ
た
が
、
護
明
し
得
な
か
っ
た
。
キ
リ
ス
ト
に
人
間
以
上
の
も
の
が
あ
る
と
信
じ
た
。
乍
然
、
彼
の
奇
蹟
は
我
々
の
信
仰
に
は
邪
魔
と
な
る
と
も
利
益
と
は
思
へ
な
か
っ
た
。
殊
に
キ
リ
ス
ト
の
肉
体
の
復
活
は
受
取
ら
れ
な
か
っ
た
。
ヂ
ェ
ー
ン
ス
先
生
は
、
肉
体
復
活
説
に
は
反
対
で
あ
っ
た
。
一
照
我
々
の
間
に
肉
体
は
如
何
に
な
り
し
か
の
疑
問
起
り
先
生
へ
尋
問
し
た
。
先
生
日
く
、
天
使
来
り
て
、
キ
リ
ス
ト
の
肉
体
を
地
申
海
に
投
じ
た
と
。
我
々
大
な
る
啓
示
を
受
け
た
る
心
地
し
て
、
黙
諾
し
た
。
彼
は
色
々
の
迷
信
を
排
斥
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
同
感
に
堪
へ
な
か
っ
た
。
聖
骨
と
か
聖
十
字
架
の
破
片
と
　
　
　
　
東
洋
　
法
　
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
　
　
　
　
吉
野
作
造
と
キ
リ
ス
ト
教
の
影
響
⑥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～
六
か
、
何
と
か
彼
と
か
の
迷
信
に
つ
き
我
々
も
痛
く
排
斥
し
た
の
で
あ
る
。
我
々
は
塞
魂
不
朽
は
信
じ
て
居
た
。
肉
体
復
活
は
不
可
思
議
に
思
ふ
も
の
も
あ
り
、
又
絶
対
に
否
定
し
て
居
っ
た
も
の
も
あ
っ
た
。
処
女
誕
生
の
記
事
の
如
き
も
、
寧
ろ
其
れ
な
き
こ
と
を
願
う
た
の
で
あ
る
。
大
体
に
於
て
、
奇
蹟
は
な
く
も
が
な
と
思
う
た
。
あ
る
か
ら
何
と
か
し
て
片
付
け
ら
る
㌧
も
の
な
ら
、
片
付
け
た
い
と
願
う
た
の
で
あ
る
。
旧
約
書
の
記
事
に
も
、
新
約
書
の
記
事
に
も
、
科
学
的
説
明
の
出
来
な
い
も
の
は
除
去
し
た
か
っ
た
の
で
あ
る
。
　
人
性
悪
の
教
論
に
は
反
対
で
あ
っ
た
。
我
々
は
性
善
論
を
信
じ
て
居
っ
た
。
こ
の
性
善
は
我
々
が
意
識
す
る
所
で
あ
っ
て
、
否
定
す
る
こ
と
能
は
ぬ
所
で
あ
っ
た
。
唯
之
に
反
す
る
所
の
一
大
私
心
の
伴
ふ
こ
と
を
体
験
し
た
の
で
あ
る
が
、
之
を
人
間
本
来
の
真
面
目
と
は
思
は
な
か
っ
た
。
之
に
勝
つ
一
つ
の
道
あ
り
。
そ
れ
は
、
神
を
信
じ
、
神
の
露
に
生
く
る
こ
と
で
あ
る
と
信
じ
て
居
っ
た
。
我
々
の
最
大
至
宝
と
す
る
所
の
も
の
は
、
神
難
に
由
れ
る
新
生
の
体
験
で
あ
っ
た
。
故
に
我
々
が
神
の
宮
で
あ
る
こ
と
は
、
固
い
信
仰
で
あ
っ
た
。
こ
の
更
生
に
由
っ
て
第
二
の
性
と
い
っ
て
も
よ
い
私
心
に
打
勝
ち
、
之
を
統
御
し
得
る
に
至
る
と
信
じ
た
。
　
キ
リ
ス
ト
の
十
字
架
は
真
理
の
為
、
世
界
人
類
の
為
に
献
げ
た
る
大
な
る
犠
牲
と
見
た
。
故
に
凡
そ
キ
リ
ス
ト
の
徒
た
る
者
は
、
こ
の
十
字
架
を
負
ふ
覚
悟
を
要
す
る
。
キ
リ
ス
ト
の
、
ヤ
コ
ブ
と
ヨ
ハ
ネ
に
要
求
し
給
う
た
犠
牲
の
覚
悟
は
、
我
々
を
勇
壮
な
ら
し
め
た
も
の
で
あ
る
。
我
々
既
に
神
命
を
第
一
の
職
分
と
決
定
し
た
も
の
は
、
同
じ
く
キ
リ
ス
ト
と
共
に
神
命
に
遵
ふ
は
、
当
然
の
こ
と
と
覚
悟
し
た
。
自
己
の
罪
番
が
、
キ
リ
ス
ト
の
十
字
架
の
死
に
由
っ
て
蹟
は
る
㌧
と
い
ふ
こ
と
は
、
我
々
は
知
り
も
せ
ず
、
思
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
神
は
我
々
の
君
父
で
あ
る
。
我
々
は
神
の
忠
臣
た
る
べ
く
覚
悟
す
る
に
あ
る
の
み
と
信
じ
て
疑
は
な
か
っ
た
。
我
々
は
形
式
と
か
、
戒
律
と
か
、
法
理
的
と
か
い
ふ
こ
と
は
、
意
に
介
せ
ず
、
そ
れ
を
ば
一
概
に
い
へ
ば
儒
教
主
義
と
認
め
、
パ
リ
サ
イ
主
義
と
考
へ
、
又
は
天
主
教
と
見
倣
し
、
ル
ー
テ
ル
主
義
、
新
教
主
義
、
新
約
主
義
は
難
活
の
精
神
を
高
調
す
る
も
の
と
し
、
リ
バ
イ
バ
ル
の
力
あ
る
体
験
を
携
へ
て
同
志
社
に
入
っ
た
。
こ
の
外
酒
を
も
飲
ま
ず
、
煙
草
を
も
吹
か
さ
ず
、
芝
居
を
も
見
ず
、
美
味
に
頓
著
せ
ず
、
最
も
滋
養
を
旨
と
し
日
曜
厳
守
を
除
い
て
の
ピ
ユ
リ
タ
ン
主
義
で
あ
っ
た
。
　
こ
の
外
我
々
の
持
参
し
た
も
の
は
、
英
語
と
雄
弁
で
あ
っ
た
。
読
書
と
い
へ
ば
、
可
な
り
読
ん
で
居
っ
た
。
ザ
ッ
ト
普
通
の
科
学
思
想
を
有
し
、
地
理
学
者
ギ
ヨ
ー
、
天
文
学
者
プ
ロ
ク
タ
ー
、
地
質
学
者
ヒ
ユ
ー
ミ
ー
ラ
ー
の
書
を
読
ん
で
居
っ
た
。
又
独
、
蘭
、
英
、
米
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
が
レ
歴
史
、
殊
に
宗
教
史
に
多
大
の
興
味
を
有
し
、
分
け
て
も
、
宗
教
改
革
史
を
読
ん
で
居
っ
た
」
。
　
右
の
文
章
は
、
洋
学
校
入
学
か
ら
や
が
て
キ
リ
ス
ト
教
を
信
仰
し
洋
学
校
を
卒
業
す
る
に
い
た
る
ま
で
の
間
に
、
海
老
名
が
修
得
し
た
キ
リ
ス
ト
教
に
つ
い
て
の
基
本
が
明
確
に
述
べ
ら
れ
て
お
り
、
僅
か
満
二
〇
歳
と
し
て
は
、
思
想
的
に
す
ば
ら
し
く
成
熟
し
て
い
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
の
基
礎
を
形
成
し
た
も
の
と
し
て
は
、
す
で
に
述
べ
た
こ
と
で
も
あ
る
が
、
儒
教
（
特
に
小
楠
の
実
学
）
と
ジ
ェ
…
ン
ズ
か
ら
教
え
ら
れ
た
自
然
科
学
お
よ
び
欧
米
の
歴
史
（
特
に
宗
教
史
）
が
あ
り
、
そ
れ
に
加
え
て
バ
イ
ブ
ル
を
学
ん
だ
こ
と
に
ょ
っ
て
、
上
帝
（
神
）
を
信
じ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
上
帝
は
宇
宙
を
主
宰
し
、
万
有
の
創
造
者
で
あ
る
が
、
こ
の
神
の
世
界
は
大
宇
宙
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
自
然
科
学
を
学
ん
だ
こ
と
か
ら
得
た
も
の
で
も
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
海
老
名
の
信
仰
の
基
底
に
は
、
自
然
科
学
的
合
理
性
が
存
在
し
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
バ
イ
ブ
ル
を
全
部
そ
の
ま
ま
天
啓
と
し
て
信
じ
た
の
で
は
な
く
、
信
じ
難
き
も
の
は
信
ぜ
ず
、
殊
に
奇
蹟
は
な
く
も
が
な
と
思
い
、
迷
信
は
極
力
排
除
し
た
が
、
盤
魂
不
朽
は
信
じ
て
い
た
。
旧
約
聖
書
お
よ
び
新
約
聖
書
の
記
事
で
科
学
的
説
明
の
で
き
な
い
も
の
は
除
去
し
た
い
と
考
え
て
い
た
。
性
悪
説
に
反
対
し
、
性
善
説
を
信
じ
て
お
り
、
そ
の
性
善
説
に
は
一
大
私
心
（
た
と
え
ば
父
母
を
切
に
思
う
）
を
伴
う
場
合
も
あ
る
こ
と
を
み
ず
か
ら
体
験
し
た
結
果
、
神
に
祈
り
信
じ
、
神
の
難
に
生
き
、
神
命
に
従
う
の
を
職
分
と
考
え
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
私
心
か
ら
抜
け
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
の
回
心
を
体
験
し
た
が
、
　
　
　
　
東
洋
法
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
　
　
　
　
吉
野
作
造
と
キ
リ
ス
ト
教
の
影
響
⑥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
こ
の
回
心
こ
そ
、
新
生
の
体
験
で
あ
り
、
こ
れ
が
海
老
名
の
至
宝
で
あ
っ
た
。
キ
リ
ス
ト
が
十
字
架
に
か
け
ら
れ
た
の
は
、
真
理
の
た
め
、
人
類
の
た
め
に
捧
げ
ら
れ
た
大
い
な
る
犠
牲
で
あ
る
と
考
え
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
は
す
べ
て
こ
の
十
字
架
を
負
う
覚
悟
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
し
て
お
り
、
こ
の
段
階
で
は
ま
だ
人
間
の
罪
が
キ
リ
ス
ト
の
十
字
架
の
死
に
よ
っ
て
購
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
な
に
も
知
ら
な
か
っ
た
し
ま
た
考
え
も
し
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
た
だ
神
は
わ
れ
わ
れ
の
君
父
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
は
神
の
忠
臣
で
あ
る
こ
と
を
信
じ
て
疑
わ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
形
式
と
か
、
戒
律
と
か
、
法
理
的
と
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
心
に
止
め
ず
、
ル
ー
テ
ル
主
義
、
新
教
主
義
、
新
約
主
義
は
神
難
の
精
神
を
高
調
す
る
も
の
と
し
、
リ
バ
イ
バ
ル
の
貴
重
な
体
験
を
も
っ
て
、
ま
た
歴
史
的
思
考
を
根
拠
と
す
る
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と
し
て
、
ピ
ュ
リ
タ
ン
主
義
を
い
だ
い
て
、
同
志
社
に
入
学
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
海
老
名
に
は
高
度
な
英
語
力
と
き
わ
め
て
巧
み
な
雄
弁
と
が
あ
り
、
加
え
て
旺
盛
な
読
書
力
と
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
も
も
っ
て
同
志
社
に
入
っ
た
の
で
あ
る
。
　
以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
同
志
社
入
学
直
前
の
海
老
名
は
、
愛
国
主
義
を
当
然
の
前
提
と
し
て
、
「
単
純
な
る
信
仰
」
で
は
な
く
、
小
楠
の
実
学
的
思
考
と
科
学
的
合
理
性
お
よ
び
歴
史
的
思
考
を
認
識
基
準
と
し
て
、
第
一
回
の
回
心
に
も
と
づ
く
主
神
主
義
を
貴
重
な
体
験
と
す
る
自
由
な
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
を
も
っ
て
い
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
こ
に
、
後
に
、
新
神
学
に
傾
斜
し
て
い
く
方
向
性
を
確
実
に
も
っ
て
い
た
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
方
向
性
は
、
ジ
ェ
…
ン
ズ
の
教
え
を
受
け
た
他
の
熊
本
バ
ン
ド
の
多
く
の
も
の
に
も
共
通
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
（
1
）
高
橋
慶
　
　
「
組
合
教
会
と
近
代
日
本
」
　
扇
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
キ
リ
ス
ト
教
社
会
問
題
研
究
会
編
　
ト
教
」
（
新
教
出
版
社
）
　
所
収
　
一
二
ー
七
頁
　
参
照
。
「
日
本
の
近
代
化
と
キ
リ
ス
（
2
）
（
3
）
（
4
）
（
5
）98761110
（
12
）
　
渡
瀬
常
吉
　
　
「
海
老
名
弾
正
先
生
」
（
龍
吟
社
）
　
二
〇
七
頁
　
参
照
。
後
年
、
海
老
名
は
渡
瀬
に
対
す
る
書
簡
に
、
「
伝
道
会
社
長
時
代
は
、
小
生
に
取
っ
て
実
に
東
奔
西
走
に
活
動
致
し
、
資
金
の
募
集
、
人
物
の
配
置
、
人
物
の
交
代
、
伝
道
地
の
興
廃
、
経
済
の
独
立
等
実
に
内
外
人
の
反
対
等
鍛
錬
の
時
代
に
て
候
。
後
年
米
国
伝
道
会
社
と
周
心
協
力
の
必
要
を
主
張
せ
し
時
は
恰
も
変
節
者
乎
の
如
く
復
々
反
対
を
受
け
、
今
日
と
為
り
て
見
れ
ば
、
独
立
も
協
力
も
二
つ
な
が
ら
実
現
し
来
り
た
る
は
本
望
の
至
り
に
候
」
と
述
べ
て
い
る
。
　
土
肥
昭
夫
　
　
「
海
老
名
弾
正
；
思
想
と
行
動
ー
」
　
　
和
田
洋
一
編
　
「
同
志
社
の
思
想
家
た
ち
」
（
同
志
社
大
学
生
協
出
版
部
）
上
巻
　
所
収
　
九
八
頁
　
　
参
照
。
　
そ
の
具
体
的
な
活
動
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
「
日
本
伝
道
会
社
二
十
五
年
度
伝
道
の
概
略
」
に
明
ら
か
で
あ
る
。
渡
瀬
常
吉
　
二
〇
七
－
二
一
一
頁
　
参
照
。
　
日
本
に
お
け
る
も
っ
と
も
古
い
、
米
国
海
外
伝
道
協
会
系
の
教
会
の
㎜
つ
と
し
て
、
明
治
七
年
（
一
八
七
四
年
）
四
月
に
組
織
さ
れ
、
当
初
、
摂
津
第
一
基
督
公
会
と
構
し
た
。
渡
瀬
常
吉
　
前
掲
　
二
一
二
ー
三
頁
　
参
照
。
　
招
聰
書
の
全
文
に
つ
い
て
は
、
渡
瀬
常
吉
　
前
掲
　
一
二
一
－
二
頁
　
参
照
。
　
渡
瀬
常
吉
　
前
掲
　
二
一
四
頁
　
参
照
。
　
渡
瀬
常
吉
　
前
掲
　
｝
二
四
頁
　
参
照
。
　
「
役
員
会
と
牧
師
と
の
精
神
的
一
致
結
合
胃
満
健
全
な
ら
ざ
る
限
り
は
何
事
を
も
為
す
能
は
ず
、
此
精
神
的
｝
致
は
牧
会
伝
道
並
に
教
会
事
業
の
根
本
で
あ
る
。
海
老
名
牧
師
は
此
点
に
著
眼
さ
れ
、
自
己
の
神
学
思
想
を
始
め
、
趣
味
性
格
を
掩
ふ
処
な
く
、
八
面
玲
朧
と
し
て
之
を
役
員
に
了
解
せ
し
め
、
彼
等
を
訓
練
す
る
為
め
に
全
力
を
注
が
れ
た
の
で
あ
る
。
」
　
渡
瀬
常
吉
　
前
掲
　
二
一
五
ー
六
頁
　
参
照
。
　
渡
瀬
常
吉
　
前
掲
　
二
三
〇
頁
　
参
照
。
　
辞
表
の
全
文
に
つ
い
て
は
、
渡
瀬
常
吉
　
前
掲
　
二
三
〇
頁
　
参
照
。
「
東
部
伝
道
の
新
方
面
を
開
く
の
時
機
方
に
到
来
し
兼
て
神
前
に
於
て
愛
兄
姉
と
僧
に
養
成
せ
る
と
こ
ろ
の
神
国
と
邦
家
と
に
対
す
る
赤
心
遂
に
小
生
を
駆
而
寂
輿
た
る
荒
野
に
至
ら
し
め
ん
と
す
。
命
な
る
哉
牧
会
の
任
を
辞
す
る
の
不
止
得
に
立
ち
至
り
申
候
。
し
　
鈴
木
範
久
　
　
「
明
治
宗
教
思
潮
の
研
究
」
（
東
京
大
学
出
版
会
）
　
二
七
ー
八
頁
　
参
照
。
　
東
　
洋
　
法
　
学
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九
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）
吉
野
作
造
と
キ
リ
ス
ト
教
の
影
響
⑥
二
〇
　
鈴
木
範
久
　
前
掲
　
四
七
ー
五
八
頁
　
参
照
。
　
鈴
木
範
久
　
前
掲
　
六
六
ー
八
頁
　
参
照
。
　
新
神
学
問
題
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
海
老
名
有
道
　
大
内
三
郎
　
　
「
日
本
キ
リ
ス
ト
教
史
」
（
日
本
基
督
教
団
出
版
局
）
　
三
一
六
ー
三
三
六
頁
　
参
照
。
新
神
学
は
「
『
正
統
臨
か
ら
み
れ
ば
、
無
教
会
主
義
キ
リ
ス
ト
教
や
灯
台
社
な
ど
と
同
様
に
、
従
来
鰯
異
端
』
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
。
近
年
、
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
の
研
究
が
進
む
に
し
た
が
っ
て
、
日
本
の
近
代
社
会
と
キ
リ
ス
ト
教
と
の
関
係
が
、
多
方
面
か
ら
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
て
い
る
が
、
キ
リ
ス
ト
教
の
社
会
的
な
諸
活
動
に
関
し
て
は
、
そ
の
多
く
が
、
実
は
こ
の
『
異
端
』
の
手
に
よ
る
こ
と
の
指
摘
さ
れ
だ
し
た
の
は
、
ご
く
最
近
の
こ
と
で
あ
る
。
」
だ
が
依
然
と
し
て
「
主
流
派
か
ら
は
定
ま
っ
た
よ
う
に
被
害
者
的
見
方
が
と
ら
れ
て
き
た
。
」
鈴
木
範
久
　
前
掲
　
二
五
－
六
頁
　
参
照
。
こ
う
し
て
、
鴫
新
神
学
輪
が
田
本
の
キ
リ
ス
ト
教
に
大
き
な
影
響
を
お
よ
ぽ
し
、
そ
の
信
仰
を
懐
疑
的
に
し
不
安
を
あ
た
え
た
こ
と
は
、
か
な
ら
ず
し
も
好
ま
し
い
現
象
と
も
思
え
な
い
が
、
そ
れ
ゆ
え
に
こ
れ
を
い
ち
が
い
に
退
け
る
こ
と
は
、
私
は
妥
当
だ
と
は
思
わ
な
い
。
」
と
い
う
説
も
あ
る
。
海
老
名
有
道
　
大
内
三
郎
　
前
掲
　
三
一
八
頁
　
参
照
。
　
海
老
名
有
道
　
大
内
三
郎
　
前
掲
　
一
六
三
f
六
頁
　
参
照
。
　
海
老
名
有
道
　
大
内
三
郎
　
前
掲
　
三
二
〇
貰
　
参
照
。
　
小
暗
弘
道
　
　
「
七
十
年
の
回
顧
」
（
警
醒
社
書
店
）
（
大
空
社
復
刻
版
）
　
四
昭
頁
　
　
参
照
。
　
土
肥
昭
夫
　
前
掲
　
八
四
ー
五
頁
　
参
照
。
「
英
国
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ス
ク
ー
ル
の
制
度
は
徳
育
を
主
と
し
、
人
格
教
育
に
重
き
を
置
き
、
生
徒
は
悉
く
寄
宿
舎
に
入
れ
、
校
長
や
教
師
等
は
舎
監
に
な
っ
て
寝
食
を
共
に
し
、
彼
等
の
品
性
の
感
化
に
依
り
自
然
に
生
徒
を
薫
陶
す
る
の
で
あ
る
が
、
ゼ
ー
ン
ス
は
こ
の
教
育
を
洋
学
校
に
実
施
せ
ん
と
試
み
た
の
で
あ
っ
た
。
」
ま
た
「
洋
学
校
は
小
型
の
ウ
エ
ス
ト
・
ポ
イ
ン
ト
（
米
国
士
官
学
校
）
で
あ
っ
た
。
」
高
橋
慶
「
宮
川
経
輝
と
金
森
通
倫
i
儒
仰
と
人
間
ー
」
　
同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
編
「
熊
本
バ
ン
ド
研
究
t
日
本
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
一
源
流
と
展
開
」
（
み
す
ず
書
房
）
　
所
収
　
三
一
二
頁
　
参
照
。
こ
の
よ
う
に
ジ
ェ
ー
ン
ズ
は
、
洋
学
校
で
の
教
育
を
、
イ
ギ
リ
ス
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ス
タ
ー
ル
や
ア
メ
リ
カ
の
士
官
学
校
を
模
範
と
し
て
行
っ
た
の
で
あ
る
。
　
渡
瀬
常
吉
　
前
掲
　
六
五
ー
六
頁
　
参
照
。
「
柳
河
藩
は
無
く
な
り
、
城
は
焼
け
、
若
殿
様
（
「
読
書
相
手
し
を
し
て
い
た
i
筆
者
注
）
も
亦
、
そ
の
頃
卒
去
せ
ら
れ
た
。
予
は
非
常
に
寂
し
か
っ
た
。
若
殿
様
が
死
ん
だ
の
で
、
自
分
の
生
命
を
捧
ぐ
べ
き
相
手
が
無
く
な
っ
た
、
と
　
　
い
う
寂
蓼
で
あ
る
。
予
の
生
命
を
今
後
、
誰
に
対
し
て
捧
げ
る
の
か
、
天
子
に
差
上
げ
る
と
い
ふ
事
は
、
今
な
ら
明
白
で
あ
る
が
、
そ
の
頃
は
　
　
一
寸
明
か
で
な
か
っ
た
。
君
の
豫
を
喰
む
者
は
、
君
の
た
め
に
死
す
。
主
は
、
臣
に
藏
を
与
へ
る
か
ら
、
忠
臣
た
る
者
は
、
生
命
を
主
に
捧
げ
　
　
ね
ば
な
ら
ぬ
。
謂
は
寸
、
生
命
と
藏
と
の
交
換
で
あ
っ
た
。
豫
を
呉
れ
ぬ
者
は
、
主
人
で
は
な
い
。
皇
室
は
、
豫
を
下
さ
ら
な
い
。
当
時
の
考
　
　
方
で
は
、
天
子
と
我
々
と
の
関
係
が
、
未
だ
明
白
で
な
か
っ
た
。
明
治
維
新
後
の
忠
君
は
、
手
辮
当
の
忠
誠
で
あ
る
。
然
る
に
当
時
は
、
真
剣
　
　
に
生
命
を
捧
ぐ
べ
き
相
手
が
無
く
な
っ
た
の
で
、
予
は
淋
し
さ
を
感
じ
た
。
一
種
の
悲
哀
を
抱
き
つ
＼
予
は
前
途
に
光
明
を
望
む
外
な
か
っ
た
。
　
　
斯
く
し
て
熊
本
に
向
っ
た
」
。
（
飢
〉
渡
瀬
常
吉
　
前
掲
　
四
七
ー
九
頁
　
参
照
。
（
2
2
）
渡
瀬
常
吉
前
掲
六
六
頁
参
照
。
（
2
3
）
渡
瀬
常
吉
　
前
掲
　
六
六
頁
　
参
照
。
（
24
）
横
井
小
楠
の
学
問
は
、
「
朱
子
を
宗
と
し
、
李
退
漢
を
愛
し
た
が
、
孔
孟
か
ら
発
舜
に
遡
上
り
、
彼
だ
二
世
を
通
貫
し
て
皇
天
に
対
す
と
か
、
　
　
春
嶽
に
対
し
て
今
日
公
に
対
し
て
始
め
て
天
を
談
ず
と
か
云
っ
た
処
の
も
の
は
、
此
の
人
格
的
な
天
で
あ
っ
た
や
う
に
思
ふ
。
元
田
永
孚
が
　
　
内
沼
山
閑
話
臨
中
に
小
楠
の
説
と
し
て
記
し
て
居
る
処
は
、
実
に
其
の
要
を
得
て
遺
憾
が
な
い
。
少
し
長
い
が
引
い
て
見
る
。
」
　
　
　
「
発
舜
時
代
の
心
の
用
方
を
見
る
に
、
か
の
天
を
畏
る
㌧
こ
と
は
現
在
天
帝
が
上
に
照
鑑
す
る
が
如
く
、
目
に
視
、
耳
に
聞
く
一
挙
一
動
も
　
　
総
べ
て
親
し
く
天
帝
の
命
を
受
く
る
が
如
く
た
寸
自
然
に
尊
敬
し
自
然
に
畏
れ
た
。
決
し
て
宋
儒
の
云
ふ
が
如
き
、
特
に
腕
敬
臨
と
い
ふ
事
を
　
　
立
て
＼
、
此
の
心
を
持
っ
た
の
で
無
い
。
故
に
何
事
を
為
す
に
も
現
在
天
帝
の
命
を
受
け
天
帝
に
代
り
天
の
仕
事
を
広
む
る
い
ふ
心
得
で
山
　
　
川
・
草
木
・
禽
獣
・
貨
物
に
至
る
ま
で
格
物
の
作
用
を
蓋
く
し
て
土
地
を
開
き
山
野
を
経
理
す
る
等
総
べ
て
の
物
を
巧
み
に
応
用
し
て
人
民
の
　
　
生
活
を
厚
く
し
、
其
の
遣
方
に
手
落
が
無
く
、
水
・
火
・
木
・
金
・
土
・
穀
各
そ
の
効
用
を
盤
く
し
て
天
地
間
一
物
も
漏
る
㌧
こ
と
が
無
い
。
　
　
こ
れ
こ
そ
真
に
天
帝
を
敬
し
天
に
代
っ
て
天
の
仕
事
を
亮
け
る
遣
方
で
経
総
の
大
な
る
こ
と
此
の
通
り
で
あ
っ
た
。
然
る
に
宋
儒
治
国
の
論
に
　
　
は
三
代
の
や
う
に
徹
底
し
た
経
輪
が
無
い
。
今
日
西
洋
で
は
航
海
開
け
百
貨
輻
軽
し
交
通
自
在
で
天
下
経
論
の
道
大
い
に
見
る
べ
き
も
の
が
あ
　
　
る
。
若
し
宋
儒
の
説
が
尭
舜
三
代
の
道
を
得
て
ゐ
た
ら
、
宋
代
に
も
翠
く
今
日
西
洋
に
て
見
る
が
如
き
治
績
が
あ
っ
た
筈
で
あ
る
の
に
、
そ
れ
　
　
が
無
い
の
は
道
を
得
な
か
っ
た
讃
拠
で
あ
る
。
然
る
に
三
代
の
治
績
は
鴨
書
輕
』
中
に
も
あ
る
通
り
西
洋
の
遣
方
と
そ
っ
く
り
符
合
し
て
居
る
。
東
　
洋
　
法
　
学
二
一
吉
野
作
造
と
キ
リ
ス
ト
教
の
影
響
⑥
二
二
　
若
し
発
舜
を
し
て
今
日
に
在
ら
し
め
ば
其
の
経
総
の
及
ぶ
所
到
底
今
臼
西
洋
の
及
ぶ
所
で
は
あ
る
ま
い
。
」
　
　
　
「
之
に
由
り
て
之
を
観
れ
ば
小
楠
の
学
問
の
如
何
な
る
も
の
な
る
か
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。
天
を
畏
る
㌧
の
一
事
を
解
し
て
、
現
在
天
帝
　
　
が
上
に
照
鑑
す
る
が
如
く
、
目
に
視
、
耳
に
聞
＜
｝
挙
一
動
も
総
べ
て
親
し
く
天
帝
の
命
を
受
く
る
が
如
く
た
ま
自
然
に
尊
敬
し
自
然
に
畏
れ
　
　
た
の
文
字
こ
そ
彼
の
学
悶
の
源
頭
で
あ
り
極
処
で
あ
る
。
是
を
根
抵
と
し
て
自
然
　
切
を
経
理
す
る
が
故
に
、
真
の
政
経
法
策
の
実
現
は
西
洋
　
　
と
符
合
す
る
の
で
あ
る
。
西
洋
諸
国
に
於
て
は
其
の
実
際
政
治
の
運
用
の
裏
面
に
、
小
楠
の
謂
へ
る
が
如
き
耳
に
聴
き
目
に
視
る
の
宗
教
、
即
　
　
ち
彼
が
正
教
（
キ
リ
ス
ト
教
f
筆
者
注
）
と
総
し
た
も
の
が
存
在
し
た
。
そ
こ
に
は
蓋
し
符
合
す
る
も
の
が
あ
る
に
相
違
な
い
が
、
只
だ
　
　
一
は
天
帝
が
照
鑑
す
る
如
く
感
ず
る
の
に
、
一
は
真
に
目
に
視
、
耳
に
聴
く
の
境
地
を
拓
き
、
天
帝
を
我
が
父
母
と
し
て
愛
し
親
し
ん
で
居
る
。
　
　
そ
こ
に
両
者
の
相
違
は
あ
る
が
、
小
楠
は
既
に
そ
れ
を
把
握
し
て
居
た
に
相
違
な
い
。
弦
に
は
只
だ
形
式
の
上
に
今
｝
歩
と
蟹
ふ
相
違
を
残
し
　
　
て
居
る
か
に
見
ゆ
る
。
」
渡
瀬
常
吉
　
前
掲
　
五
三
ー
五
頁
　
参
照
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
し
よ
う
　
　
　
　
　
　
こ
う
（
2
5
）
　
「
思
想
家
す
な
わ
ち
『
俗
儒
は
記
講
詞
章
に
拘
し
て
脩
己
治
人
の
工
夫
を
し
ら
ず
』
、
政
治
家
は
『
法
制
禁
令
の
末
を
把
持
し
て
治
国
安
民
　
　
の
大
道
を
し
ら
ず
』
と
い
う
実
情
が
わ
か
り
、
こ
れ
で
は
人
民
の
幸
福
は
あ
り
え
な
い
、
す
べ
か
ら
く
政
治
の
理
念
は
η
治
国
安
民
の
道
、
利
　
　
用
厚
生
の
本
を
あ
つ
く
し
て
、
決
し
て
知
術
功
名
の
外
に
馳
せ
ず
、
眼
を
第
一
等
に
つ
け
、
聖
人
以
下
に
は
一
歩
も
く
だ
ら
ず
、
日
用
常
行
孝
　
　
弟
忠
信
よ
り
力
行
し
て
、
た
だ
ち
に
三
代
の
治
道
を
お
こ
な
ふ
べ
し
。
こ
れ
す
な
は
ち
尭
舜
の
道
・
孔
子
の
学
、
そ
の
正
大
公
明
ま
こ
と
の
実
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
ん
も
つ
　
　
学
』
と
、
実
学
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
と
す
る
」
。
圭
室
諦
成
　
　
「
横
井
小
楠
」
（
吉
川
弘
文
館
）
　
六
二
頁
　
参
照
。
「
横
井
小
楠
・
長
岡
監
物
　
　
を
中
心
と
す
る
研
究
グ
ル
…
プ
を
、
実
学
党
（
派
）
と
い
う
。
な
ぜ
実
学
党
と
い
う
か
に
つ
い
て
は
、
熊
本
で
は
つ
ぎ
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
　
　
い
る
。
米
田
是
容
は
天
保
二
年
（
一
八
三
二
）
十
月
家
督
を
相
続
し
て
長
岡
監
物
を
襲
名
、
家
老
職
を
つ
い
だ
が
、
そ
の
人
物
・
職
見
を
信
頼
　
　
　
　
　
　
　
な
り
も
り
　
　
し
た
藩
主
細
川
斉
護
は
、
弘
化
元
年
（
一
八
四
四
）
七
月
、
直
書
を
も
っ
て
文
武
芸
を
さ
か
ん
に
す
る
よ
う
委
嘱
し
た
。
そ
の
な
か
に
『
文
武
　
　
さ
そ
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
う
え
き
　
　
誘
筋
の
儀
、
こ
れ
ま
で
の
通
り
手
数
の
末
の
み
に
わ
た
り
、
利
を
も
っ
て
誘
液
い
た
し
候
や
う
の
儀
は
、
そ
の
方
考
察
の
と
お
り
、
ま
っ
た
　
　
く
わ
れ
ら
の
本
意
に
こ
れ
な
く
候
。
と
か
く
文
武
と
も
に
忠
孝
を
本
と
し
て
、
実
学
・
実
芸
の
者
一
人
に
て
も
出
来
候
へ
ば
、
大
慶
に
存
じ
候
　
　
こ
と
に
依
て
、
向
後
は
文
武
と
も
に
師
役
の
面
々
門
人
の
多
少
な
ど
眼
前
の
盛
衰
に
か
か
は
ら
ず
、
実
意
を
も
っ
て
本
筋
に
教
導
い
た
し
候
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
う
え
ん
　
　
う
鮎
と
記
さ
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
長
岡
は
そ
の
こ
と
を
藩
中
に
示
達
し
た
が
、
そ
の
文
中
に
も
実
学
・
実
芸
と
い
う
文
句
が
あ
り
、
虚
飾
迂
遠
　
　
の
学
風
を
し
り
ぞ
け
て
実
行
に
重
き
を
お
い
た
の
で
、
の
ち
小
楠
ら
と
一
派
を
つ
く
る
に
及
ん
で
実
学
党
と
称
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
」
「
し
　
　
か
し
実
学
と
い
う
語
は
、
細
川
斉
護
や
長
岡
監
物
の
新
案
特
許
で
は
な
い
。
」
（
申
略
）
「
近
世
儒
者
の
あ
い
だ
で
広
く
行
わ
れ
て
い
た
も
の
で
、
　
　
熊
本
人
の
創
作
で
は
な
い
。
た
だ
し
、
実
学
を
卓
絶
し
た
思
想
体
系
と
し
た
の
は
小
楠
で
あ
る
。
」
圭
室
諦
成
　
前
掲
　
六
五
－
七
頁
　
参
照
。
　
　
　
し
ゆ
き
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
よ
そ
け
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ゆ
う
と
ん
い
　
　
れ
ん
け
い
　
　
　
て
い
こ
う
　
　
め
い
ど
う
　
　
　
て
い
い
　
　
　
い
せ
ん
　
　
　
ち
よ
う
（
2
6
）
朱
烹
（
朱
子
）
が
醸
友
の
呂
祖
謙
と
と
も
に
、
宋
学
の
基
礎
を
築
い
た
北
宋
の
周
敦
顕
（
灘
漢
）
、
程
顯
（
明
道
）
、
程
頗
（
伊
川
）
、
張
　
　
さ
い
　
　
お
う
き
よ
　
　
載
（
横
渠
）
の
四
人
の
著
書
か
ら
、
そ
の
学
の
精
髄
を
示
す
言
葉
六
二
二
条
を
選
び
出
し
、
一
四
に
分
類
し
て
、
宋
学
の
骨
格
を
要
領
よ
く
整
　
　
理
し
て
提
示
し
、
初
学
者
の
入
門
書
と
し
た
の
が
、
「
近
思
録
」
で
あ
る
。
宋
学
（
朱
子
学
）
は
江
戸
時
代
に
官
許
の
学
と
さ
れ
、
日
本
で
は
　
　
「
四
書
集
注
」
と
と
も
に
「
近
思
録
」
も
ひ
ろ
く
読
ま
れ
た
。
市
川
安
司
訳
注
　
　
「
近
思
録
」
（
明
治
書
院
）
　
参
照
。
戸
川
芳
郎
　
蜂
屋
邦
　
　
夫
　
溝
口
雄
三
　
「
儒
教
史
」
（
山
川
出
版
社
）
　
二
四
二
ー
三
頁
　
参
照
。
35　3感　33　32　31　30　29　28　27
渡
瀬
常
吉
渡
瀬
常
吉
渡
瀬
常
吉
渡
瀬
常
吉
渡
瀬
常
吉
渡
瀬
常
吉
渡
瀬
常
吉
渡
瀬
常
吉
匿u　目彗　樗u　目彗　目u　月u　弓彗　葎」
掲掲掲掲掲掲掲掲
　
江
戸
前
期
の
儒
学
者
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
続
編
の
「
集
義
外
書
」
と
併
せ
て
、
一
セ
ッ
ト
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
「
集
義
和
書
」
の
書
名
は
、
道
義
を
積
集
実
践
す
る
こ
と
を
説
く
和
文
の
書
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
学
者
日
用
の
工
夫
を
論
じ
た
実
学
集
で
あ
る
。
蕃
山
の
実
学
の
基
本
的
な
考
え
方
を
明
ら
か
に
し
た
も
の
で
あ
り
、
全
一
六
巻
か
ら
成
り
、
巻
一
か
ら
巻
五
ま
で
が
書
簡
（
書
簡
形
式
の
問
答
）
、
巻
六
が
心
法
図
解
（
哲
学
説
）
、
巻
七
が
始
物
解
（
易
の
講
釈
）
、
巻
八
か
ら
巻
一
六
ま
で
が
義
論
（
義
理
の
論
弁
）
で
あ
る
。
責
任
編
集
伊
東
多
三
郎
　
　
「
中
江
藤
樹
　
熊
沢
蕃
山
」
　
　
「
日
本
の
名
著
」
　
11
（
中
央
公
論
社
）
所
収
　
参
照
。
六
七
ー
八
頁
　
参
照
。
六
八
頁
　
参
照
。
八
五
頁
　
参
照
。
八
五
頁
　
参
照
。
八
六
頁
　
参
照
。
九
〇
i
一
頁
　
参
照
。
九
一
－
二
頁
参
照
。
九
三
ー
四
頁
　
参
照
。
・
熊
沢
蕃
山
の
主
著
で
あ
り
、
東
　
洋
　
法
　
学
二
三
383736
（
3
9
）
424140
吉
野
作
造
と
キ
リ
ス
ト
教
の
影
響
⑥
二
四
　
渡
瀬
常
吉
　
前
掲
　
九
四
ー
五
頁
　
参
照
。
　
渡
瀬
常
吉
　
前
掲
　
九
六
頁
　
参
照
。
　
当
時
、
「
予
は
課
業
の
傍
独
逸
史
を
読
み
又
ル
…
テ
ル
及
其
時
代
、
ド
ビ
ネ
…
の
著
英
訳
を
読
み
始
め
た
が
、
実
に
夢
中
に
な
っ
て
読
ん
だ
。
予
は
ツ
ウ
ヰ
ン
グ
リ
…
に
深
甚
の
共
鳴
を
寄
せ
た
。
愛
国
者
で
あ
っ
て
、
劔
を
提
げ
て
起
っ
た
。
こ
の
共
鳴
は
一
蒔
で
は
な
か
っ
た
。
其
後
引
続
き
今
日
ま
で
や
ま
な
い
。
外
患
に
対
し
て
は
こ
の
ツ
ウ
ヰ
ン
グ
リ
…
た
ら
ん
と
用
意
し
て
居
た
。
先
年
ツ
ー
リ
ヒ
市
に
行
っ
た
詩
、
ツ
ウ
ヰ
ン
グ
リ
ー
の
銅
像
を
見
た
が
、
彼
は
左
手
に
バ
イ
ブ
ル
を
有
し
右
手
に
劔
を
持
っ
て
居
た
」
。
渡
瀬
常
吉
　
前
掲
　
一
〇
二
頁
　
参
照
。
一
時
は
、
年
始
の
観
兵
式
を
見
て
、
「
そ
の
荘
大
な
る
威
儀
の
赫
々
た
る
を
観
、
祖
先
代
々
の
助
長
し
来
り
た
る
弓
矢
取
る
身
の
功
名
心
が
ム
ラ
く
と
勃
発
し
て
、
私
を
襲
撃
し
、
臆
々
人
生
も
人
生
だ
が
、
我
は
此
の
光
栄
あ
る
武
士
の
生
活
を
棄
て
て
西
行
法
師
た
ら
ん
と
欲
す
と
は
如
何
。
」
と
苦
脳
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
渡
瀬
常
吉
前
掲
　
～
〇
七
頁
参
照
。
　
そ
の
全
文
に
つ
い
て
は
、
安
丸
良
夫
　
宮
地
正
人
校
注
　
　
「
宗
教
と
国
家
」
　
　
「
日
本
近
代
思
想
大
系
」
5
（
岩
波
書
店
）
所
収
　
三
四
九
ー
三
五
一
頁
　
参
照
。
　
渡
瀬
常
吉
　
前
掲
　
一
～
六
ー
七
頁
　
参
照
。
　
渡
瀬
常
吉
　
前
掲
　
二
二
－
六
頁
　
参
照
。
　
「
キ
リ
ス
ト
は
、
洗
礼
を
施
し
給
は
な
か
っ
た
。
彼
は
聖
難
を
以
て
、
バ
ブ
テ
ス
マ
を
授
け
給
ふ
た
。
我
々
は
、
既
に
、
難
の
洗
礼
を
受
け
た
経
験
を
有
し
て
居
る
で
は
な
い
か
。
今
更
水
の
洗
礼
を
受
け
て
バ
ブ
テ
ス
マ
の
ヨ
ハ
ネ
の
弟
子
た
ら
ん
と
欲
す
る
の
で
あ
る
か
。
或
は
又
初
代
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
が
洗
礼
を
執
行
し
て
後
世
に
伝
へ
た
る
に
微
ふ
べ
き
で
あ
る
な
ら
ば
、
我
々
相
互
に
洗
礼
を
授
く
れ
ば
よ
い
の
で
あ
る
。
監
督
と
か
何
と
か
、
教
職
あ
る
人
よ
り
受
く
る
必
要
は
な
い
な
ど
、
論
鋒
極
め
て
鋭
い
の
で
あ
っ
た
。
ヂ
ェ
ー
ン
ス
先
生
は
こ
の
様
子
を
見
て
考
へ
、
洗
礼
を
授
け
ね
ば
な
る
ま
い
と
し
て
、
京
都
同
志
社
教
授
デ
ビ
ス
氏
へ
書
を
送
り
、
青
年
学
生
の
儒
仰
状
態
を
報
告
し
、
何
人
か
宣
教
師
中
～
人
熊
本
へ
来
り
、
洗
礼
を
授
け
ら
れ
た
し
と
希
望
を
陳
べ
た
。
す
る
と
、
デ
ビ
ス
氏
は
在
京
都
の
教
師
と
相
談
の
上
、
我
ら
熊
本
に
出
張
す
る
必
要
は
な
い
、
ヂ
ェ
ー
ン
ス
大
尉
自
ら
洗
礼
を
授
け
よ
と
の
返
答
に
及
ん
だ
。
こ
㌧
に
於
て
我
々
は
ヂ
ェ
…
ン
ス
先
生
よ
り
受
洗
す
る
こ
と
を
大
い
に
喜
ん
だ
の
で
あ
る
」
。
渡
瀬
常
吉
　
前
掲
　
二
九
ー
一
二
〇
頁
　
参
照
。
三
井
久
　
　
「
近
代
日
本
の
青
年
群
像
」
（
Y
M
C
A
（
紹
）
464544
（
4
7
）
出
版
）
　
一
九
八
…
二
〇
〇
頁
　
参
照
。
当
日
受
洗
し
記
念
写
真
に
写
っ
て
い
る
の
は
二
二
名
で
あ
っ
た
。
　
「
是
よ
り
先
き
ヂ
ェ
…
ン
ス
氏
は
彼
等
に
、
米
国
が
欧
州
に
報
ゆ
る
は
、
小
学
普
通
教
育
で
あ
り
、
日
本
が
米
国
に
報
ゆ
る
｝
大
事
は
教
派
合
岡
に
あ
る
と
語
っ
た
こ
と
も
あ
る
の
で
、
彼
等
は
教
派
的
の
彩
色
を
厭
う
て
居
た
。
」
渡
瀬
常
吉
　
前
掲
　
　
二
一
〇
頁
　
参
照
。
　
渡
瀬
常
吉
　
前
掲
　
～
二
六
頁
　
参
照
。
　
デ
ビ
ス
宛
、
明
治
九
年
（
一
八
七
六
年
）
二
月
の
ジ
ェ
ー
ン
ズ
の
書
簡
に
閣
ら
か
で
あ
る
。
渡
瀬
常
吉
　
前
掲
　
一
二
六
ー
八
頁
　
参
照
。
　
「
明
治
五
年
臼
本
最
初
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
と
し
て
設
立
さ
れ
た
横
浜
の
日
本
基
督
公
会
の
標
傍
し
た
無
教
派
主
義
に
刺
戟
さ
れ
て
、
在
日
宣
教
師
問
に
高
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
教
派
合
同
の
気
運
を
い
う
の
で
あ
る
。
」
高
道
基
「
熊
本
バ
ン
ド
と
初
期
同
志
社
」
　
同
志
社
大
学
人
文
科
学
研
究
所
編
　
前
掲
　
所
収
　
　
…
二
七
頁
　
参
照
。
　
渡
瀬
常
吉
　
前
掲
　
一
二
九
…
二
二
二
頁
　
参
照
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
未
　
完
）
東
　
洋
　
法
　
学
二
五
